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４月１日から

市
役
所
の
顔
と
も
い
う
べ
き
窓
口
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
に
、
４
月
１
日
か
ら
窓
口
業
務
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。「
総
合
窓
口
の
開
設
」
や
「
一
部
証

明
書
な
ど
の
時
間
外
交
付
」
と
「
機
構
改
革
」
に
よ
っ

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

総合窓口の開設
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し
て
、
４

月
か
ら
市
役
所
や
各
総
合
支
所
に
総
合

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
転
入
・
転
出
手
続
き

を
は
じ
め
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
の

発
行
、
年
金
や
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
手
続
き
、
児
童
手
当
や
福
祉
医
療
の

申
請
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
ほ
と
ん

ど
の
手
続
き
を
一
つ
の
窓
口
で
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
役
所

（
本
庁
）
で
の
税
関
係
の
証
明
書
な
ど

は
税
務
課
窓
口
で
、
愛
野
庁
舎
で
の
福

祉
に
関
す
る
業
務
は
福
祉
事
務
所
窓
口

で
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
関
連
や
農
地
・
道
路
に

関
す
る
相
談
な
ど
の
専
門
的
な
業
務
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
担
当
課
で
対
応
し
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
5
月
中
に
、
市
役
所

お
よ
び
す
べ
て
の
総
合
支
所
に※

ロ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

○
総
合
窓
口
で
で
き
る
主
な
手
続
き

▼
住
民
票
の
取
得

▼
印
鑑
登
録
、
印
鑑
証
明
書
の
取
得

▼
異
動
届（
転
入
、転
出
、転
居
な
ど
）

▼
戸
籍
届
（
出
生
届
、
婚
姻
届
、
死

亡
届
な
ど
）

▼
戸
籍
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
・
抄
本

な
ど
）
の
取
得

▼
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

▼
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

▼
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

▼
福
祉
に
関
す
る
こ
と
（
児
童
手
当
、

福
祉
医
療
の
申
請
な
ど
）

▼
税
証
明
（
所
得
証
明
、
納
税
証
明

な
ど
）
の
取
得

▼
畜
犬
登
録

市役所（本庁）

市民課
（戸籍班）

会計課

受付

産
業
建
設
課

市
民
生
活
課

市
民
生
活
課

産
業
建
設
課

市
民
生
活
課

産
業
建
設
課

市
民
生
活
課

福
　

祉
　

課

産
業
建
設
課

市
民
生
活
課

市民生活課

産業建設課
生涯学習課（小浜駐在）

税務課

国見総合支所瑞穂総合支所愛野庁舎

南串山総合支所 小浜総合支所 千々石庁舎

総合窓口

玄関

※1

※2

※1…市役所での税関係の証明書など
※2…愛野庁舎での福祉に関する業務

※ローカウンター…申請などが座ってできるように
　　　　　　　　　通常より低くなっているカウンター

市
役
所
の

窓
口
が

変
わ
り
ま
す
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時間外交付サービスを
始めます

平成20年４月１日から
住民票と税の証明書などの

　「市役所が開いている時間には、仕事の都合などでどうしても行けない」そんな市民の皆さ
んのために、住民票や一部の税の証明書などを閉庁後に受け取ることができるサービスを始め
ます。電話で予約を行い、指定した日時（受取可能時間内）に受け取ることができます。
　原則として、住民票や証明書などに記載されている本人にのみ交付しますが、同一世帯の人
が受け取れる場合もありますので、予約の際にご確認ください。

※法人に関する証明書などの時間外交付は行いません。

■問い合わせ　税務課・市民課（☎38-3111）

電話予約

証明書等の発行（市役所・各総合支所）

受付時間：月～金曜日
　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（祝日、年末年始を除く）
電話番号：市役所（吾妻）　☎0957-38-3111
　　　　　国見総合支所　　☎0957-78-2111
　　　　　瑞穂総合支所　　☎0957-77-2111
　　　　　愛野総合支所　　☎0957-36-2111
　　　　　千々石総合支所　☎0957-37-2001
　　　　　小浜総合支所　　☎0957-74-2111
　　　　　南串山総合支所　☎0957-88-3111

受け取り

受取時間：平日／午後５時15分～午後７時
　　　　　休日／午前８時30分～午後７時
受取場所：各庁舎の宿直室
　　　　　※詳しくは予約時にご確認ください
必要なもの
◎印鑑（認印でかまいません）
◎本人確認に必要な書類（免許証や保険証など）
◎手数料（おつりがないようにお願いします※）

○住所、氏名、必要な書類の内容、連絡先、受け取りの日時など、必要事項を確認します。
○予約を受け付けた庁舎での受け取りしかできませんので、ご注意ください。

電話で予約した証明書などを発行します。
発行できる主な書類は、次のとおりです。

申請書に必要事項を記入していただき、本人確認を行い、
証明書等を交付します。

例）
南串山町にお住まいの人　→　南串山総合支所に電話予約　→　南串山総合支所での受け取り…○
南串山町にお住まいの人　→　愛野総合支所に電話予約　→　愛野総合支所での受け取り…○
南串山町にお住まいの人　→　南串山総合支所に電話予約　→　愛野総合支所での受け取り…×

※小浜町の字図・地籍図については、小浜総合支所での
　発行、受け取りしかできません。

※時間外での取り扱いのため、おつりを準備できません。
　予約の際に必ず金額をご確認ください。

・住民票
・所得証明書
・納税証明書
・課税証明書
・評価証明

・車庫証明
・名寄せ帳の写し
・字図、地籍図※

　　　　　　など
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主
な
組
織
再
編
内
容

　

「
雲
仙
市
総
合
計
画
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
の
組
織
体
制
を
施
策
の
方
向
性
に
的
確

に
対
応
さ
せ
、
責
任
と
権
限
を
明
確
に
し
た
組
織
体
制
の
再
編
を
４
月
１
日
に
行
い
ま
す
。

●
企
画
の
総
合
的
調
整
機
能
、
政
策
推
進
機
能
の
充

実
に
加
え
、
よ
り
一
層
の
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
目

指
し
、
広
報
・
情
報
公
開
な
ど
の
部
門
を
市
長
直
轄

の
組
織
と
し
て
再
編
し
、
企
画
課
を
政
策
企
画
課
に

変
更
し
ま
す
。

●
観
光
行
政
の
推
進
、
物
産
振
興
・
物
流
対
策
お
よ

び
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
向
け
た
施
策
の
企
画
・
調
整
・

推
進
を
図
る
た
め
に
、
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部
を
新
設
し
ま
す
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
、
利
便
性
を
確

保
す
る
た
め
に
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
農
林
水
産

環
境
部
の
環
境
部
門
を
市
民
生
活
部
へ
編
入
し
ま
す
。

●
観
光
商
工
部
お
よ
び
農
林
水
産
環
境
部
を
観
光
物

産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
と
農
林
水
産
商
工
部
、
市

民
生
活
部
に
再
編
し
ま
す
。

●
工
事
施
工
の
連
携
お
よ
び
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、

上
下
水
道
局
を
建
設
整
備
部
に
編
入
し
ま
す
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
に
事
務
局
を
設
置
し
、
専
任
の

職
員
を
配
置
し
ま
す
。

●
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
接
に
か
か
わ
る
窓
口
業
務
主
体
の
組
織
再
編
を

行
う
た
め
に
、
管
理
課
と
市
民
生
活
課
を
統
合
し
、

市
民
生
活
課
を
設
置
し
ま
す
。

新旧対照「市役所の組織機構」 ４月１日改正

改正前 改正後

企画政策班
地域振興班

（市長直轄）

企画課

秘書班
広報班

総務部

秘書広報課

秘書班
広報班

総務部

秘書広報課

契約管財班管財課

人事給与班
行政班
秘書班

総務部

人事課

企画調整班
地域振興班
広報班男女共同参画センター

男女共同参画センター

（市長直轄）

政策企画課

企画調整班
地域振興班
広報班

男女共同参画センター

（市長直轄）

政策企画課

契約班
財産管理班

管財課

　　企画課を政策企画課
　　に変更し、企画政策
班を「企画調整班」に名
称を変更します。

１

　　総務部秘書広報課の
　　広報班を政策企画課
へ移します。

２

　　総務部秘書広報課の
　　秘書班を人事課へ移
します。／総務部管財課
の契約管財班を分割し、
「契約班」と「財産管理班」
とします。

３

改正前 改正後

管理班
市民国保税班
固定資産税班
滞納整理班

市民生活部

税務課

物産振興班
農業班
畜産班

林務水産班

農林水産環境部

農林水産課

物産振興班
農業班
畜産班

林務水産班

農林水産環境部

農林水産課

国保年金班
老人医療班

保険年金課

健康づくり班健康づくり課

環境班環境政策課

市民国保税班
固定資産税班
収納推進班

市民生活部

税務課

国保年金班
後期高齢者医療班

保険年金課

健康推進班
健康支援班

健康づくり課

　　市民生活部税務課の
　　管理班と滞納整理班
を統合し「収納推進班」
とします。／市民生活部
保険年金課の老人医療班
を「後期高齢者医療班」
に名称を変更します。／
市民生活部健康づくり課
の健康づくり班を分割し、
「健康推進班」と「健康
支援班」とします。

まちづくり班
都市計画班

観光商工部

まちづくり課
管理班
基盤政策班
都市計画班

建設整備部

監理課

４

観光企画班
誘客対策班

国民宿舎
望洋荘

国民宿舎
望洋荘

観光商工部

観光課

まちづくり班
都市計画班

まちづくり課

観光物産
まちづくり
推進班

観光物産まちづくり推進本部
観光物産
まちづくり
推進課

　　観光商工部観光課の
　　観光企画班と誘客対
策班、観光商工部まちづ
くり課のまちづくり班、
農林水産環境部農林水産
課の物産振興班を統合。
観光物産まちづくり推進
本部観光物産まちづくり
課を新設し、「観光物産
まちづくり推進班」を設
置します。

５

国見食肉
センター

商工振興班
雇用対策班
企業誘致班

観光商工部

商工労政課
商工振興班
雇用対策班
企業誘致班

農林水産商工部

商工労政課

　　農林水産環境部と
　　観光商工部を再編し、
農林水産商工部を新設。
農林水産商工部商工労政
課とします。

７

　　観光商工部まちづく
　　り課の都市計画班を
建設整備部監理課へ移し
ます。

６

農業班
畜産班
林務水産班

農林水産商工部

農林水産課

　　農林水産環境部と
　　観光商工部を再編し、
農林水産商工部を新設。
農林水産商工部農林水産
課とし、「農業班」「畜産
班」「林務水産班」を置き、
国見食肉センターを農林
水産課畜産班の所管とし
ます。

８

国見食肉
センター

小浜
クリーン
センター

●広報うんぜん
平成20年4月�



主
な
組
織
再
編
内
容

　

「
雲
仙
市
総
合
計
画
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
の
組
織
体
制
を
施
策
の
方
向
性
に
的
確

に
対
応
さ
せ
、
責
任
と
権
限
を
明
確
に
し
た
組
織
体
制
の
再
編
を
４
月
１
日
に
行
い
ま
す
。

●
企
画
の
総
合
的
調
整
機
能
、
政
策
推
進
機
能
の
充

実
に
加
え
、
よ
り
一
層
の
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
目

指
し
、
広
報
・
情
報
公
開
な
ど
の
部
門
を
市
長
直
轄

の
組
織
と
し
て
再
編
し
、
企
画
課
を
政
策
企
画
課
に

変
更
し
ま
す
。

●
観
光
行
政
の
推
進
、
物
産
振
興
・
物
流
対
策
お
よ

び
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
向
け
た
施
策
の
企
画
・
調
整
・

推
進
を
図
る
た
め
に
、
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部
を
新
設
し
ま
す
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
、
利
便
性
を
確

保
す
る
た
め
に
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
農
林
水
産

環
境
部
の
環
境
部
門
を
市
民
生
活
部
へ
編
入
し
ま
す
。

●
観
光
商
工
部
お
よ
び
農
林
水
産
環
境
部
を
観
光
物

産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
と
農
林
水
産
商
工
部
、
市

民
生
活
部
に
再
編
し
ま
す
。

●
工
事
施
工
の
連
携
お
よ
び
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、

上
下
水
道
局
を
建
設
整
備
部
に
編
入
し
ま
す
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
に
事
務
局
を
設
置
し
、
専
任
の

職
員
を
配
置
し
ま
す
。

●
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
接
に
か
か
わ
る
窓
口
業
務
主
体
の
組
織
再
編
を

行
う
た
め
に
、
管
理
課
と
市
民
生
活
課
を
統
合
し
、

市
民
生
活
課
を
設
置
し
ま
す
。

新旧対照「市役所の組織機構」 ４月１日改正

改正前 改正後

企画政策班
地域振興班

（市長直轄）

企画課

秘書班
広報班

総務部

秘書広報課

秘書班
広報班

総務部

秘書広報課

契約管財班管財課

人事給与班
行政班
秘書班

総務部

人事課

企画調整班
地域振興班
広報班男女共同参画センター

男女共同参画センター

（市長直轄）

政策企画課

企画調整班
地域振興班
広報班

男女共同参画センター

（市長直轄）

政策企画課

契約班
財産管理班

管財課

　　企画課を政策企画課
　　に変更し、企画政策
班を「企画調整班」に名
称を変更します。

１

　　総務部秘書広報課の
　　広報班を政策企画課
へ移します。

２

　　総務部秘書広報課の
　　秘書班を人事課へ移
します。／総務部管財課
の契約管財班を分割し、
「契約班」と「財産管理班」
とします。

３

改正前 改正後

管理班
市民国保税班
固定資産税班
滞納整理班

市民生活部

税務課

物産振興班
農業班
畜産班
林務水産班

農林水産環境部

農林水産課

物産振興班
農業班
畜産班
林務水産班

農林水産環境部

農林水産課

国保年金班
老人医療班

保険年金課

健康づくり班健康づくり課

環境班環境政策課

市民国保税班
固定資産税班
収納推進班

市民生活部

税務課

国保年金班
後期高齢者医療班

保険年金課

健康推進班
健康支援班

健康づくり課

　　市民生活部税務課の
　　管理班と滞納整理班
を統合し「収納推進班」
とします。／市民生活部
保険年金課の老人医療班
を「後期高齢者医療班」
に名称を変更します。／
市民生活部健康づくり課
の健康づくり班を分割し、
「健康推進班」と「健康
支援班」とします。

まちづくり班
都市計画班

観光商工部

まちづくり課
管理班
基盤政策班
都市計画班

建設整備部

監理課

４

観光企画班
誘客対策班

国民宿舎
望洋荘

国民宿舎
望洋荘

観光商工部

観光課

まちづくり班
都市計画班

まちづくり課

観光物産
まちづくり
推進班

観光物産まちづくり推進本部
観光物産
まちづくり
推進課

　　観光商工部観光課の
　　観光企画班と誘客対
策班、観光商工部まちづ
くり課のまちづくり班、
農林水産環境部農林水産
課の物産振興班を統合。
観光物産まちづくり推進
本部観光物産まちづくり
課を新設し、「観光物産
まちづくり推進班」を設
置します。

５

国見食肉
センター

商工振興班
雇用対策班
企業誘致班

観光商工部

商工労政課
商工振興班
雇用対策班
企業誘致班

農林水産商工部

商工労政課

　　農林水産環境部と
　　観光商工部を再編し、
農林水産商工部を新設。
農林水産商工部商工労政
課とします。

７

　　観光商工部まちづく
　　り課の都市計画班を
建設整備部監理課へ移し
ます。

６

農業班
畜産班
林務水産班

農林水産商工部

農林水産課

　　農林水産環境部と
　　観光商工部を再編し、
農林水産商工部を新設。
農林水産商工部農林水産
課とし、「農業班」「畜産
班」「林務水産班」を置き、
国見食肉センターを農林
水産課畜産班の所管とし
ます。

８

国見食肉
センター

小浜
クリーン
センター� ●広報うんぜん

平成20年4月



愛野庁舎

新旧対照「市役所の組織機構」 ４月１日改正新組織図（平成20年４月１日）

農林水産環境部

議会

市長

教育委員会

副市長

副市長

事務局

総務部

市民生活部

農林水産商工部

教育長 事務局

農業委員会 事務局

監査事務局 事務局

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

建設整備部

国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

市民福祉部
（福祉事務所）

観光物産まちづくり
推進本部

政策企画課

人事課

財政課

管財課

情報統計課

男女共同参画センター

市民課

税務課

保険年金課

健康づくり課

瑞穂斎苑

環境政策課

小浜クリーンセンター

観光物産まちづくり
推進課

国民宿舎・望洋荘

市民生活部 　　農林水産環境部環境
　　政策課を市民生活部
環境政策課とし、「環境
班」を設置し、小浜クリ
ーンセンターを環境政策
課環境班の所管とします。

９環境班環境政策課 国見食肉
センター

小浜
クリーン
センター

環境班環境政策課 小浜
クリーン
センター

改正前 改正後

管理班
給水班

上下水道局

水道課

管理班
工務班

下水道課

水道管理班
給水班

建設整備部

水道課

下水道管理班
工務班

下水道課

　　上下水道局水道課を
　　建設整備部水道課と
し、「水道管理班」「給水
班」を設置します。／上
下水道局下水道課を建設
整備部下水道課とし、「下
水道管理班」「工務班」
を設置します。

10

総務税務班
各総合支所
管理課

市民福祉班
または
市民生活班

市民生活課

市民生活班
各総合支所
市民生活課

　　各総合支所管理課の
　　総務税務班と市民生
活課の市民福祉班または
市民生活班を統合し、市
民生活課市民生活班を設
置します。

13

総務班
企画調整班

教育委員会

総務課
総務班
環境整備班

教育委員会

総務課

教育指導班
学事班学校教育課

教育指導班
学事班学校教育課

スポーツ振興班
学校保健体育班

スポーツ
振興課

生涯学習班
文化財班

生涯学習課

教育振興班分室

スポーツ振興班
スポーツ
振興課

　　教育委員会総務課の
　　企画調整班を「環境
整備班」とします。／教
育委員会学校教育課の学
事班と教育委員会スポー
ツ振興課の学校保健体育
班を統合し、学校教育課
「学事班」とし、給食セ
ンターを学校教育課学事
班の所管とします。／教
育委員会分室を廃止し、
公民館主事を配置します。

11

給食
センター

生涯学習班
文化財班生涯学習課

（市民生活部市民課が兼務）

選挙管理委員会
事務局 書記（兼務）

選挙管理委員会
事務局

　　選挙管理委員会事務
　　局に専任の書記を配
置します。

12

給食
センター

書記

※今回の機構改革で、各庁舎内の課・班の配置が変更になる箇所があります。各庁舎の変更後の案内図と職員人事
異動の内容は、発行日程の都合から次号５月号で掲載します。ご了承ください。
組織機構についてのお問い合わせは、総務部人事課行政班（☎38-3111）へお願いします。

丸尾斎苑

福祉課

保護課

土黒保育所

農林水産課

商工労政課

監理課

農漁村整備課

道路河川課

建築課

用地課

水道課

雲仙出張所

総務課

（会計管理者）
会計課

下水道課
（農集排含む）

国見食肉センター

学校教育課

給食センター

スポーツ振興課

生涯学習課

愛野庁舎

千々石庁舎

●広報うんぜん
平成20年4月�



愛野庁舎

新旧対照「市役所の組織機構」 ４月１日改正新組織図（平成20年４月１日）

農林水産環境部

議会

市長

教育委員会

副市長

副市長

事務局

総務部

市民生活部

農林水産商工部

教育長 事務局

農業委員会 事務局

監査事務局 事務局

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

建設整備部

国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

市民福祉部
（福祉事務所）

観光物産まちづくり
推進本部

政策企画課

人事課

財政課

管財課

情報統計課

男女共同参画センター

市民課

税務課

保険年金課

健康づくり課

瑞穂斎苑

環境政策課

小浜クリーンセンター

観光物産まちづくり
推進課

国民宿舎・望洋荘

市民生活部 　　農林水産環境部環境
　　政策課を市民生活部
環境政策課とし、「環境
班」を設置し、小浜クリ
ーンセンターを環境政策
課環境班の所管とします。

９環境班環境政策課 国見食肉
センター

小浜
クリーン
センター

環境班環境政策課 小浜
クリーン
センター

改正前 改正後

管理班
給水班

上下水道局

水道課

管理班
工務班

下水道課

水道管理班
給水班

建設整備部

水道課

下水道管理班
工務班

下水道課

　　上下水道局水道課を
　　建設整備部水道課と
し、「水道管理班」「給水
班」を設置します。／上
下水道局下水道課を建設
整備部下水道課とし、「下
水道管理班」「工務班」
を設置します。

10

総務税務班
各総合支所
管理課

市民福祉班
または
市民生活班

市民生活課

市民生活班
各総合支所
市民生活課

　　各総合支所管理課の
　　総務税務班と市民生
活課の市民福祉班または
市民生活班を統合し、市
民生活課市民生活班を設
置します。

13

総務班
企画調整班

教育委員会

総務課
総務班
環境整備班

教育委員会

総務課

教育指導班
学事班学校教育課

教育指導班
学事班学校教育課

スポーツ振興班
学校保健体育班

スポーツ
振興課

生涯学習班
文化財班

生涯学習課

教育振興班分室

スポーツ振興班
スポーツ
振興課

　　教育委員会総務課の
　　企画調整班を「環境
整備班」とします。／教
育委員会学校教育課の学
事班と教育委員会スポー
ツ振興課の学校保健体育
班を統合し、学校教育課
「学事班」とし、給食セ
ンターを学校教育課学事
班の所管とします。／教
育委員会分室を廃止し、
公民館主事を配置します。

11

給食
センター

生涯学習班
文化財班生涯学習課

（市民生活部市民課が兼務）

選挙管理委員会
事務局 書記（兼務）

選挙管理委員会
事務局

　　選挙管理委員会事務
　　局に専任の書記を配
置します。

12

給食
センター

書記

※今回の機構改革で、各庁舎内の課・班の配置が変更になる箇所があります。各庁舎の変更後の案内図と職員人事
異動の内容は、発行日程の都合から次号５月号で掲載します。ご了承ください。
組織機構についてのお問い合わせは、総務部人事課行政班（☎38-3111）へお願いします。

丸尾斎苑

福祉課

保護課

土黒保育所

農林水産課

商工労政課

監理課

農漁村整備課

道路河川課

建築課

用地課

水道課

雲仙出張所

総務課

（会計管理者）
会計課

下水道課
（農集排含む）

国見食肉センター

学校教育課

給食センター

スポーツ振興課

生涯学習課

愛野庁舎

千々石庁舎
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籍
は
、
結
婚
し
た
こ

と
や
離
婚
し
た
こ
と
、

親
子
関
係
な
ど
が
記
載
さ

れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
戸
籍
の
証
明

書
が
他
人
に
不
正
に
取
得

さ
れ
た
り
、
他
人
が
虚
偽

の
届
出
を
す
る
こ
と
で
戸

籍
に
真
実
で
な
い
記
載
が

さ
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

5
月
1
日
か
ら
は
、「
本

人
確
認
」
が
法
律
上
の
ル

ー
ル
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
・

抄
本
な
ど
）
の
請
求
の
際
、

『
本
人
確
認
』
を
行
い
ま
す

【
戸
籍
の
窓
口
】

　

窓
口
に
来
て
請
求
す
る
人
に
対

し
て
、
写
真
付
き
の
本
人
確
認
証

明
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）
を
提
示
し
て
も
ら
い
、
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
。

　

写
真
付
き
の
本
人
確
認
証
明
書

類
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
預
金
通

帳
な
ど
、
２
種
類
の
証
明
書
を
提

示
し
て
も
ら
い
、
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

ま
た
は
直
系
親
族
以
外
の
人
が
代

理
人
と
し
て
請
求
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

【
郵
便
（
郵
送
）
請
求
】

　

本
人
確
認
証
明
書
類
の
写
し
を

同
封
し
、
返
送
先
を
現
住
所
と
し

て
も
ら
い
ま
す
。

○
戸
籍
証
明
書
の
請
求
の
際
に
は

正
当
な
請
求
理
由
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い

　

相
続
手
続
や
裁
判
の
申
し
立
て

な
ど
、
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た

り
、
義
務
を
果
た
し
た
り
す
る
た

め
戸
籍
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
国
や
県
、
市
区
町
村
な
ど
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
正
当
な
理
由
を
請
求
書
に
詳
し

く
書
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

戸
籍
の
届
出
の
際
、

『
本
人
確
認
』
を
行
い
ま
す

　

養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、
婚
姻
、

協
議
離
婚
、
認
知
の
届
出
（
以
下
、

「
縁
組
等
の
届
出
」
と
い
い
ま
す
）

に
つ
い
て
、
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
。
本
人
確
認
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
戸
籍
証
明
書
の
交
付
請
求
の

場
合
と
同
じ
で
す
。

　

な
お
、
窓
口
に
来
た
人
が
縁
組

等
の
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
縁
組
等
の
届

出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

　婚姻届を提出し、夫婦になると、自分たちで新しく戸籍をつくることになります。
　婚姻届には、婚姻後どちらの氏（苗字）を名乗るか、新しい戸籍（本籍）をどこにつくるかを記載する欄
があります。新たにつくられた戸籍は、本籍地の市区町村で管理されます。
　また、婚姻の際に氏を変えなかった人を戸籍の筆頭者といい、その人が死亡しても筆頭者は変わりません。

平成20年５月１日から

戸
籍
窓
口
で
の

「
本
人
確
認
」が

法
律
上
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す

本籍・筆頭者って何

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す

戸

戸籍の豆知識

雲仙市健康診査のお知らせ
成人対象の健康診査を下記の内容で実施します。
各健診（検診）は年度内に１回、集団健診または個別健診で受診できます。

平
成
20
年
度

特定健康診査は、雲仙市国民健康保険の加入者を対象に市で実施します

後期高齢者医療の加入者※および生活保護対象者の健康診査については、市で
実施します
※後期高齢者医療の加入者とは、75歳以上の人および65～74歳で障害認定を受け、後期高齢者医療を選択している人のことです。

雲仙市国民健康保険以外の保険に加入している人の特定健康診査
については、各事業所などにお尋ねください

○今年度は、申し込みの必要はありません。6月に各世帯に配布予定の「各種健診年間スケジュール」で場所や時
間などを確認し、受診してください。
○「集団健診」とは、各地区にある保健センターや公民館などの公共施設で行う健診（検診）のことです。
○「個別健診」とは、市が委託する実施医療機関で行う健診（検診）のことです。自分の都合に合わせて受診する
ことができます。
○実施時期は７～12月の予定です。詳細については、今後広報紙などでお知らせします。

これまで市が実施
していた基本健康
診査は、４月から
「特定健康診査」
に変わりました

問保険年金課・健康づくり課
☎38-3111

●広報うんぜん
平成20年4月10
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認
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に
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縁
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等
の
本
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で
あ
る
と
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で
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場
合
に
は
、
縁
組
等
の
届

出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

　婚姻届を提出し、夫婦になると、自分たちで新しく戸籍をつくることになります。
　婚姻届には、婚姻後どちらの氏（苗字）を名乗るか、新しい戸籍（本籍）をどこにつくるかを記載する欄
があります。新たにつくられた戸籍は、本籍地の市区町村で管理されます。
　また、婚姻の際に氏を変えなかった人を戸籍の筆頭者といい、その人が死亡しても筆頭者は変わりません。

平成20年５月１日から

戸
籍
窓
口
で
の

「
本
人
確
認
」が

法
律
上
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す

本籍・筆頭者って何

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す

戸

戸籍の豆知識

雲仙市健康診査のお知らせ
成人対象の健康診査を下記の内容で実施します。
各健診（検診）は年度内に１回、集団健診または個別健診で受診できます。

平
成
20
年
度

特定健康診査は、雲仙市国民健康保険の加入者を対象に市で実施します

後期高齢者医療の加入者※および生活保護対象者の健康診査については、市で
実施します
※後期高齢者医療の加入者とは、75歳以上の人および65～74歳で障害認定を受け、後期高齢者医療を選択している人のことです。

雲仙市国民健康保険以外の保険に加入している人の特定健康診査
については、各事業所などにお尋ねください

○今年度は、申し込みの必要はありません。6月に各世帯に配布予定の「各種健診年間スケジュール」で場所や時
間などを確認し、受診してください。
○「集団健診」とは、各地区にある保健センターや公民館などの公共施設で行う健診（検診）のことです。
○「個別健診」とは、市が委託する実施医療機関で行う健診（検診）のことです。自分の都合に合わせて受診する
ことができます。
○実施時期は７～12月の予定です。詳細については、今後広報紙などでお知らせします。

これまで市が実施
していた基本健康
診査は、４月から
「特定健康診査」
に変わりました

問保険年金課・健康づくり課
☎38-3111

健診の種類 集団
健診

個別
健診

対象者
（平成21年3月31日現在の年齢） 主な検査内容 担当課

特定健康診査 ○ ○ 40〜74歳の雲仙市国民健康保険
加入者

問診、身体計測、血圧測定、検尿、
血液検査（脂質検査､肝・腎機能検
査、糖尿病検査など）、診察
※他に必要者には心電図・眼底検
査・貧血検査などを行います。

保険年金課

健康診査 ○ ○
後期高齢者医療加入者

40歳以上の生活保護世帯の人

健康づくり課

若年者健診 ○ ○ 20〜39歳の人で、職場健診などの
機会がない人

問診、身体計測、血圧測定、検尿、
血液検査（脂質検査､肝・腎機能検
査、糖尿病検査など）、診察

各
種
が
ん
検
診
な
ど

肝炎ウイルス検査 ○ × 40歳の人、または41歳以上の人で
過去に検査を受けていない人など

問診、HCV抗体検査、HBs抗原
検査

胃がん検診 ○ ○ 20歳以上の人 問診、胃部エックス線検査

大腸がん検診 ○ ○ 20歳以上の人 問診、便潜血反応検査

結核・肺がん検診 ○ ○ 40歳以上の人 問診、胸部エックス線検査
※必要に応じて喀痰細胞診検査

前立腺がん検査 ○ × 40歳以上の男性 問診、血液検査（PSA検査）

腹部超音波検査 ○ ○ 20歳以上の人 肝臓・腎臓・膵臓などのエコー検査

子宮がん検診 ○ ○ 20歳以上の女性 問診、医師による内診・細胞診
※必要に応じて体がん検査

乳がん検診
× ○ 20〜39歳の女性 視触診、乳腺超音波検査

○ ○ 40歳以上の女性 視触診、マンモグラフィ検査
（40歳代：2方向、50歳以上：1方向）

骨粗鬆症検診 ○ × 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 問診、骨量測定

歯周病予防検診 × ○ 40歳以上の人 歯周病検査、むし歯検査、歯みがき
指導

11 ●広報うんぜん
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UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

●ホットなニュースと市からのお知らせ

　第3回雲仙市入札監視委員会（城谷公威委員
長）が、2月12日に市役所で開かれました。
委員長のあいさつのあと、昨年10月に開かれ
た第2回委員会の際に指示された聴き取り調査
3件の報告に対する質疑が行われました。さら
に、昨年9月から12月までの4カ月間に行わ
れた指名停止案件、建設工事入札案件91件か
ら委員が抽出した7件について審議。
　出席した委員からは、工事概要や入札結果
に関する熱心な質疑があり、市が検討してい
る入札制度改革に対しては、文書による質問
や意見交換がありました。次回の委員会は、1
月から3月までの入札に関する質疑や市長に対
する1年間の活動報告、提言などが行われる予
定です。
※詳しい会議の内容については、市のホームページ

（行政情報→入札・契約情報）でご覧いただけます。

第
3
回
雲
仙
市
入
札
監
視
委
員
会

抽
出
さ
れ
た
7
件
を
審
議

　国見町の土黒漁業協同組合（酒井八洲
仁組合長、組合員46人）と神代漁業協同
組合（田村正孝組合長、組合員28人）の
合併契約調印式が、2月14日に国見町文
化会館で行われました。
　これは、漁協の経営基盤の強化と事業
の効率化を目指し、4月1日に「国見漁業
協同組合」として新設合併するもので、
調印式には、県や関係機関などの関係者
約40人が出席。旧神代漁協が本所となり、
土黒漁協は支所となります。

土
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盤
の
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業
の
効
率
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を
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　県内各地区代表の青年農業者が一堂に会し、
日ごろ実践している農業技術や地域の農業振
興について発表する47thナガサキ・アグリネ
ット・フォーラム（長崎県青年農業者会議）が、
2月7日と8日に長崎市で行われ、雲仙市内の
3人が優秀賞を受賞しました。
　受賞したのは、プロジェクト発表の部で長
田篤史さん（瑞穂グリーンティルネッサンス）、
意見発表の部で内
田優さん（瑞穂町
青年農業者連絡協
議会）、永野史晃さ
ん（愛の町農友会）。
今後のさらなる活
躍が期待されます。

　今春（3月下旬～5月上旬）の島原半島全域の
見どころや名所・イベント情報などをお知らせ
する情報誌　『がまだす島原半島刊行情報誌　春
号　Vol.45』が発刊されました。この冊子を片
手に、島原半島一周の旅に出かけてみません
か。観光課や各総合支所、観光協会などに置
いてありますので、ぜひご覧ください。

　2月から運行してきた無料バスツアーが3月末で終了しました。
これは、雲仙観光ホテルと雲仙ゴルフ場、旧小浜鉄道跡地の3
カ所が、経済産業省により近代化産業遺産に認定されたことを
記念し、市内の産業遺産と見どころを巡る無料バスを長崎～雲

仙間で運行していたものです。運行された2カ
月間、連日大好評で、約1,200人の皆さんに乗
車していただきました。
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　長崎県スポーツ表彰、長崎県スポーツ教育長顕彰の
表彰式が2月12日に長崎市で行われ、雲仙市内の8人
が表彰を受けました。これは、平成19年度に全国大会
などで優秀な成績を残した個人・団体や永年にわたり
スポーツの普及・振興に功績があった個人・団体を表
彰するのもので、今回は154人が表彰されました。
　市内の受賞者は次のとおりです。（敬称略）
【長崎県スポーツ表彰】
◎長崎県スポーツ賞
サッカー競技
渡邉　千真（第24回ユニバーシアード出場）
白谷　建人（AFC　U－19選手権大会出場）

◎長崎県体育功労賞
サッカー競技
塩田　貞祐（雲仙市サッカー協会副会長、長崎県サッカー
　　　　　　協会初代フットサル委員長）

【長崎県スポーツ教育長顕彰】
◎長崎県スポーツ奨励顕彰
剣道競技
山本　杏里（第25回全日本小・中学生女子個人選抜剣道錬
　　　　　　成大会　小学生女子の部　優勝）
陸上競技
貝原　幸三（第28回全日本マスターズ陸上競技選手権山口
　　　　　　大会　60才代200m　準優勝）
サッカー競技
国見中学校サッカー部（平成19年度九州中学校体育大会
　　　　　　　　　　　優勝）

◎長崎県スポーツ功労顕彰
弓道競技
山口　忠之（雲仙市弓道協会会長）

スポーツの振興に貢献した8人が受賞
県スポーツ表彰、スポーツ教育長顕彰

　雲仙市女性防火クラブ連絡協議会（富永直子会長）
の発足式が2月24日、千々石町公民館で行われました。
市内の防火クラブ20団体が連携を深め、火災や災害に
強い地域づくりを進めようと結成。
　発足式には、クラブ員をはじめ消防関係者など約
120人が出席し、地域に生きる女性の活動を考える視
点から、松本由利さん（千々石町）による講演や小浜
消防署職員による意見発表などが行われました。今後は、
クラブ員853人が情報交換を行い、初期消火訓練や救
命講習会などを行います。

火災や災害に強い地域づくりを
雲仙市女性防火クラブ連絡協議会発足

　長崎県交通安全推進県民協議会総会が、2月18日に
長崎市で行われ、交通安全功労者と交通安全図画・作
文優秀者の表彰が行われました。
　市内からは、交通安全功労（個人の部）に本多重忠さん、
作文の部（知事賞・最優秀）に末永心さん（国見中2年）、
図画の部（教育長
賞・優秀）に酒井
麻歩さん（土黒小
5年）が選ばれ、
それぞれ表彰を受
けました。
※学年は受賞日現在

本多さん、末永さん、酒井さんが受賞
長崎県交通安全推進県民協議会　表彰

　雲仙市地域公共交通
協議会が2月15日に
組織され、第1回目の
協議会が開かれました。
この協議会は、昨年
10月に施行された「地
域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法
定協議会で、地域公共交通の利用者や公共交通事業者、
道路管理者など13人で構成されています。
　第1回の協議会では、規約や予算などについて承認。
今後は、市が作成した「雲仙市地域公共交通総合連携計
画」の実施のための連絡調整や計画に基づく事業を行い、
鉄道やバスなどの公共交通機関の利用促進と新たな交通
手段を効率的に組み合わせ、市の実情に沿った交通体系
の構築を目指します。

市の実情に沿った交通体系の構築を
雲仙市地域公共交通協議会発足

前列左から、国見中サッカー
部キャプテン山﨑さん、山口
さん、市体協本村副会長、山
本さん
後列左から、塩田さん、渡邉
さんの父（代理）、貝原さん

がまだす島原半島刊行情報誌

島原半島の見どころ満載
近代化産業遺産認定記念事業

無料バスツアー終了のお知らせ
↓左から末永さん、本多さん、酒井さん

左から永野さん、内田さん、長田さん

●広報うんぜん
平成20年4月1�
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

　第3回雲仙市入札監視委員会（城谷公威委員
長）が、2月12日に市役所で開かれました。
委員長のあいさつのあと、昨年10月に開かれ
た第2回委員会の際に指示された聴き取り調査
3件の報告に対する質疑が行われました。さら
に、昨年9月から12月までの4カ月間に行わ
れた指名停止案件、建設工事入札案件91件か
ら委員が抽出した7件について審議。
　出席した委員からは、工事概要や入札結果
に関する熱心な質疑があり、市が検討してい
る入札制度改革に対しては、文書による質問
や意見交換がありました。次回の委員会は、1
月から3月までの入札に関する質疑や市長に対
する1年間の活動報告、提言などが行われる予
定です。
※詳しい会議の内容については、市のホームページ

（行政情報→入札・契約情報）でご覧いただけます。

第
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雲
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抽
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を
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　国見町の土黒漁業協同組合（酒井八洲
仁組合長、組合員46人）と神代漁業協同
組合（田村正孝組合長、組合員28人）の
合併契約調印式が、2月14日に国見町文
化会館で行われました。
　これは、漁協の経営基盤の強化と事業
の効率化を目指し、4月1日に「国見漁業
協同組合」として新設合併するもので、
調印式には、県や関係機関などの関係者
約40人が出席。旧神代漁協が本所となり、
土黒漁協は支所となります。
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と
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が
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　県内各地区代表の青年農業者が一堂に会し、
日ごろ実践している農業技術や地域の農業振
興について発表する47thナガサキ・アグリネ
ット・フォーラム（長崎県青年農業者会議）が、
2月7日と8日に長崎市で行われ、雲仙市内の
3人が優秀賞を受賞しました。
　受賞したのは、プロジェクト発表の部で長
田篤史さん（瑞穂グリーンティルネッサンス）、
意見発表の部で内
田優さん（瑞穂町
青年農業者連絡協
議会）、永野史晃さ
ん（愛の町農友会）。
今後のさらなる活
躍が期待されます。

　今春（3月下旬～5月上旬）の島原半島全域の
見どころや名所・イベント情報などをお知らせ
する情報誌　『がまだす島原半島刊行情報誌　春
号　Vol.45』が発刊されました。この冊子を片
手に、島原半島一周の旅に出かけてみません
か。観光課や各総合支所、観光協会などに置
いてありますので、ぜひご覧ください。

　2月から運行してきた無料バスツアーが3月末で終了しました。
これは、雲仙観光ホテルと雲仙ゴルフ場、旧小浜鉄道跡地の3
カ所が、経済産業省により近代化産業遺産に認定されたことを
記念し、市内の産業遺産と見どころを巡る無料バスを長崎～雲

仙間で運行していたものです。運行された2カ
月間、連日大好評で、約1,200人の皆さんに乗
車していただきました。
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　長崎県スポーツ表彰、長崎県スポーツ教育長顕彰の
表彰式が2月12日に長崎市で行われ、雲仙市内の8人
が表彰を受けました。これは、平成19年度に全国大会
などで優秀な成績を残した個人・団体や永年にわたり
スポーツの普及・振興に功績があった個人・団体を表
彰するのもので、今回は154人が表彰されました。
　市内の受賞者は次のとおりです。（敬称略）
【長崎県スポーツ表彰】
◎長崎県スポーツ賞
サッカー競技
渡邉　千真（第24回ユニバーシアード出場）
白谷　建人（AFC　U－19選手権大会出場）

◎長崎県体育功労賞
サッカー競技
塩田　貞祐（雲仙市サッカー協会副会長、長崎県サッカー
　　　　　　協会初代フットサル委員長）

【長崎県スポーツ教育長顕彰】
◎長崎県スポーツ奨励顕彰
剣道競技
山本　杏里（第25回全日本小・中学生女子個人選抜剣道錬
　　　　　　成大会　小学生女子の部　優勝）
陸上競技
貝原　幸三（第28回全日本マスターズ陸上競技選手権山口
　　　　　　大会　60才代200m　準優勝）
サッカー競技
国見中学校サッカー部（平成19年度九州中学校体育大会
　　　　　　　　　　　優勝）

◎長崎県スポーツ功労顕彰
弓道競技
山口　忠之（雲仙市弓道協会会長）

スポーツの振興に貢献した8人が受賞
県スポーツ表彰、スポーツ教育長顕彰

　雲仙市女性防火クラブ連絡協議会（富永直子会長）
の発足式が2月24日、千々石町公民館で行われました。
市内の防火クラブ20団体が連携を深め、火災や災害に
強い地域づくりを進めようと結成。
　発足式には、クラブ員をはじめ消防関係者など約
120人が出席し、地域に生きる女性の活動を考える視
点から、松本由利さん（千々石町）による講演や小浜
消防署職員による意見発表などが行われました。今後は、
クラブ員853人が情報交換を行い、初期消火訓練や救
命講習会などを行います。

火災や災害に強い地域づくりを
雲仙市女性防火クラブ連絡協議会発足

　長崎県交通安全推進県民協議会総会が、2月18日に
長崎市で行われ、交通安全功労者と交通安全図画・作
文優秀者の表彰が行われました。
　市内からは、交通安全功労（個人の部）に本多重忠さん、
作文の部（知事賞・最優秀）に末永心さん（国見中2年）、
図画の部（教育長
賞・優秀）に酒井
麻歩さん（土黒小
5年）が選ばれ、
それぞれ表彰を受
けました。
※学年は受賞日現在

本多さん、末永さん、酒井さんが受賞
長崎県交通安全推進県民協議会　表彰

　雲仙市地域公共交通
協議会が2月15日に
組織され、第1回目の
協議会が開かれました。
この協議会は、昨年
10月に施行された「地
域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法
定協議会で、地域公共交通の利用者や公共交通事業者、
道路管理者など13人で構成されています。
　第1回の協議会では、規約や予算などについて承認。
今後は、市が作成した「雲仙市地域公共交通総合連携計
画」の実施のための連絡調整や計画に基づく事業を行い、
鉄道やバスなどの公共交通機関の利用促進と新たな交通
手段を効率的に組み合わせ、市の実情に沿った交通体系
の構築を目指します。

市の実情に沿った交通体系の構築を
雲仙市地域公共交通協議会発足

前列左から、国見中サッカー
部キャプテン山﨑さん、山口
さん、市体協本村副会長、山
本さん
後列左から、塩田さん、渡邉
さんの父（代理）、貝原さん

がまだす島原半島刊行情報誌

島原半島の見どころ満載
近代化産業遺産認定記念事業

無料バスツアー終了のお知らせ
↓左から末永さん、本多さん、酒井さん

左から永野さん、内田さん、長田さん
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仙
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仙
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市
民
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案
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お待ちしていますあなたの提案を
◇
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象
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、
提
案
者

な
ど
が
自
ら
行
う
事
業
で
、
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ら
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る
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た
だ
し
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な
事
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は
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。
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地
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住
民
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ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
提
出

し
て
も
ら
っ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
控
え
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す
べ

て
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）

　
　
　

〜
6
月
30
日
（
月
）
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

◇
提
出
先

　

（
持
参
の
場
合
）

　

農
林
水
産
課
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

（
郵
送
の
場
合
）

　

〒
8
5
9
‐
1
1
0
7

　

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

　
　

雲
仙
市
役
所
　

農
林
水
産
課

◇
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課
（
☎
38
‐
3
1
1
1
）

◇
対
象
事
業

　

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
提
案
団

体
が
自
ら
行
う
公
益
的
な
事
業
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
で
す
。

①
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の
解
決
が
図

　

ら
れ
る
事
業

②
市
の
一
体
感
や
市
民
の
連
帯
感
の
醸
成

　

が
図
ら
れ
る
事
業

③
先
駆
性
な
ど
、
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
認

　

め
ら
れ
る
事
業

④
市
民
満
足
度
が
高
ま
り
、
具
体
的
な
成

　

果
や
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

○
地
区
住
民
の
交
流
行
事
な
ど
の
親
睦
会

的
な
イ
ベ
ン
ト

○
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
、
ま
た
は
特

定
の
個
人
や
団
体
の
み
が
利
益
を
受
け

る
事
業

○
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

○
他
の
制
度
に
よ
り
、
市
が
補
助
の
対
象

と
し
て
い
る
事
業
　

な
ど

※
平
成
20
年
度
か
ら
施
設
な
ど
の
建
設
お

よ
び
整
備
を
目
的
と
す
る
事
業
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

事
業
の
提
案
が
で
き
る
の
は
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
と
し
ま
す
。

・
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場
所
を
有

す
る
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

市
民
活
動
団
体
、
N
P
O
、公
益
法
人
、

自
治
会
、
事
業
所
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

・
提
案
時
に
お
い
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
人
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
5
人
以
上

参
加
し
、
そ
の
人
た
ち
が
団
体
構
成
員

総
数
の
過
半
数
を
占
め
る
団
体
で
あ
る

こ
と

◇
補
助
率

　

補
助
率
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

の
1
0
0
％
以
内
。（
た
だ
し
、
補
助
金

額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

は
、
切
捨
て
）

◇
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
か
ら
、
事

業
収
入（
売
上
金
、協
賛
金
、寄
付
金
な
ど
）

お
よ
び
審
査
委
員
会
に
よ
り
適
切
で
な
い

と
認
め
ら
れ
た
経
費
を
差
し
引
い
た
経

費
。

◇
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成
20
年
7
月
ご
ろ
か
ら
実
施
し
、
平

成
21
年
3
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

を
原
則
と
し
ま
す
。

◇
事
業
の
採
択

　

応
募
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

で
構
成
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
審
査
会
で
、
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
事
業
を

採
択
候
補
と
し
て
決
定
し
、
市
長
が
予
算

の
範
囲
内
で
採
択
し
ま
す
。

※
提
案
団
体
は
、
審
査
委
員
会
に
出
席
し
、

提
案
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
方
法

　

事
業
提
案
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、

募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
計
画
書

○
事
業
収
支
予
算
書

○
団
体
概
要
書

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

応
募
に
必
要
な
様
式
お
よ
び
「
事
業
提

案
の
手
引
き
」
は
、
政
策
企
画
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
提
出
し
て
も
ら
っ
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
控
え
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す
べ

て
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）

　
　
　

〜
5
月
23
日
（
金
）
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

◇
提
出
先

　

〒
8
5
9
‐
1
1
0
7

　

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

　
　

雲
仙
市
役
所
　

政
策
企
画
課

◇
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
　

企
画
調
整
班

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
38
‐
3
1
1
1
）
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雲
仙
市
農
林
水
産
業

ゆ
め
み
ら
い
事
業
「
提
案
型
」

雲
仙
市
市
民
提
案
事
業

お待ちしていますあなたの提案を
◇
対
象
事
業

　

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
提
案
者

な
ど
が
自
ら
行
う
事
業
で
、
次
の
よ
う
な

事
業
で
す
。

①
地
域
農
林
水
産
業
へ
の
貢
献
お
よ
び
具

体
的
な
効
果
や
成
果
が
期
待
で
き
る
事

業
②
先
駆
性
・
新
規
性
・
独
創
性
・
工
夫
性

な
ど
、
ア
イ
デ
ア
が
認
め
ら
れ
る
事
業

③
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
に
基
づ
き
地

域
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
事
業

　　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

○
地
区
住
民
の
交
流
行
事
な
ど
の
親
睦
会

的
な
イ
ベ
ン
ト

○
事
業
実
施
を
伴
わ
な
い
調
査
や
研
究
事

業
○
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

○
他
の
制
度
に
よ
り
、
市
が
補
助
の
対
象

に
し
て
い
る
事
業
　

な
ど

◇
応
募
資
格

《
農
業
部
門
》

・
雲
仙
市
に
住
所
を
有
す
る
農
業
法
人
、

認
定
農
業
者

・
雲
仙
市
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
が
2

戸
以
上
で
組
織
す
る
団
体

《
林
業
・
水
産
業
部
門
》

・
市
が
出
資
す
る
団
体

・
雲
仙
市
に
住
所
を
有
す
る
林
業
者
お
よ

び
水
産
業
者
が
2
戸
以
上
で
組
織
す
る

団
体

◇
補
助
率

　

補
助
率
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

の
10
分
の
7
以
内
。

　

た
だ
し
、
農
業
部
門
の
補
助
金
限
度
額

は
2
千
万
円
、
林
業
・
水
産
業
部
門
の
補

助
金
限
度
額
は
1
千
万
円
と
し
ま
す
。

◇
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成
20
年
8
月
ご
ろ
か
ら
平
成
21
年
3

月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業
と
し
ま
す
。

◇
事
業
の
採
択

　

応
募
が
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
行

い
ま
す
。
こ
の
審
査
会
で
、
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
事
業
を
採
択

候
補
と
し
て
決
定
し
、
市
長
が
予
算
の
範

囲
内
で
採
択
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
案
者
は
審
査
委
員
会
に
出
席

し
、
提
案
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◇
応
募
方
法

　

事
業
企
画
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
に
必
要
な
様
式
は
、
農
林
水
産
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
備
え

付
け
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
提
出

し
て
も
ら
っ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
控
え
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す
べ

て
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）

　
　
　

〜
6
月
30
日
（
月
）
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

◇
提
出
先

　

（
持
参
の
場
合
）

　

農
林
水
産
課
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

（
郵
送
の
場
合
）

　

〒
8
5
9
‐
1
1
0
7

　

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

　
　

雲
仙
市
役
所
　

農
林
水
産
課

◇
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課
（
☎
38
‐
3
1
1
1
）

◇
対
象
事
業

　

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
提
案
団

体
が
自
ら
行
う
公
益
的
な
事
業
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
で
す
。

①
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の
解
決
が
図

　

ら
れ
る
事
業

②
市
の
一
体
感
や
市
民
の
連
帯
感
の
醸
成

　

が
図
ら
れ
る
事
業

③
先
駆
性
な
ど
、
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
認

　

め
ら
れ
る
事
業

④
市
民
満
足
度
が
高
ま
り
、
具
体
的
な
成

　

果
や
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

○
地
区
住
民
の
交
流
行
事
な
ど
の
親
睦
会

的
な
イ
ベ
ン
ト

○
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
、
ま
た
は
特

定
の
個
人
や
団
体
の
み
が
利
益
を
受
け

る
事
業

○
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

○
他
の
制
度
に
よ
り
、
市
が
補
助
の
対
象

と
し
て
い
る
事
業
　

な
ど

※
平
成
20
年
度
か
ら
施
設
な
ど
の
建
設
お

よ
び
整
備
を
目
的
と
す
る
事
業
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

事
業
の
提
案
が
で
き
る
の
は
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
と
し
ま
す
。

・
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場
所
を
有

す
る
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

市
民
活
動
団
体
、
N
P
O
、公
益
法
人
、

自
治
会
、
事
業
所
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

・
提
案
時
に
お
い
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
人
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
5
人
以
上

参
加
し
、
そ
の
人
た
ち
が
団
体
構
成
員

総
数
の
過
半
数
を
占
め
る
団
体
で
あ
る

こ
と

◇
補
助
率

　

補
助
率
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

の
1
0
0
％
以
内
。（
た
だ
し
、
補
助
金

額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

は
、
切
捨
て
）

◇
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
か
ら
、
事

業
収
入（
売
上
金
、協
賛
金
、寄
付
金
な
ど
）

お
よ
び
審
査
委
員
会
に
よ
り
適
切
で
な
い

と
認
め
ら
れ
た
経
費
を
差
し
引
い
た
経

費
。

◇
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成
20
年
7
月
ご
ろ
か
ら
実
施
し
、
平

成
21
年
3
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

を
原
則
と
し
ま
す
。

◇
事
業
の
採
択

　

応
募
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

で
構
成
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
審
査
会
で
、
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
事
業
を

採
択
候
補
と
し
て
決
定
し
、
市
長
が
予
算

の
範
囲
内
で
採
択
し
ま
す
。

※
提
案
団
体
は
、
審
査
委
員
会
に
出
席
し
、

提
案
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
方
法

　

事
業
提
案
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、

募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
計
画
書

○
事
業
収
支
予
算
書

○
団
体
概
要
書

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

応
募
に
必
要
な
様
式
お
よ
び
「
事
業
提

案
の
手
引
き
」
は
、
政
策
企
画
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
提
出
し
て
も
ら
っ
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
控
え
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す
べ

て
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）

　
　
　

〜
5
月
23
日
（
金
）
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

◇
提
出
先

　

〒
8
5
9
‐
1
1
0
7

　

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

　
　

雲
仙
市
役
所
　

政
策
企
画
課

◇
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
　

企
画
調
整
班

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
38
‐
3
1
1
1
）

1� ●広報うんぜん
平成20年4月



飼い主の皆さん、登録と
予防
注

射

今年も忘れずにネ

飼い主の皆さんへ
お願いだワンッ

○犬を固定できる人が連れてきてくだ
さい。
○会場での犬のフンは、飼い主で処理
してください。
○右の日程で受けることができない場
合は、各自で予防接種を受け、環境
政策課または各総合支所に届け出て
ください。
○今回から問診票が必要です。予防接
種実施の案内ハガキの裏面に記載さ
れている問診票に記入し、そのハガ
キを持参してください。なお、新規
に登録する犬の飼い主の皆さんは、
自治会に配布（回覧）してある問診
票に記入し、持参してください。
○予防注射は、右の日程であれば、ど
の場所でも受けることができます。

4月10日から狂犬病予防注射を行います 問環境政策課　☎38-3111

ボクを注射につれてって
犬の登録と予防注射を
　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法に
より、生涯1度の登録と毎年1回の予防注
射が義務づけられています。飼い主の皆
さんは、右の日程表をご覧になり、受診
してください。また、登録されていない
犬を新たに飼い始めた場合は、30日以内
に登録してください。
手数料
①すでに登録されている犬…3,050円
（予防注射手数料2,500円、注射済票550円）
②新規に登録する犬…………6,050円
（①の料金プラス登録手数料3,000円）

お宅の犬・猫がご近所から好かれるために
　近所のかたすべてが、犬・猫好きとは限りませ
ん。周りに迷惑や危害を及ぼさないよう、心配り
としつけが大切です。また、家族の一員として最
期まで面倒をみましょう。
♥犬の放し飼いはやめて
散歩のときも必ず引き綱を付けましょう。
♥排泄のしつけもしよう
散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。
♥鳴き声、悪臭に注意しよう
むだ吠えしないようにしつけ、飼う場所は清潔
にしましょう。
♥犬・猫を捨てないで
里親を探すのは大変です。飼い主の責任で、避
妊・去勢手術を受けましょう。
♥犬・猫にエサだけ与えている人へ
　飼うなら責任をもって、正しく飼いましょう。

どうしても飼えなくなった犬・猫の
相談日が変更されます
▼国見町・瑞穂町・吾妻町・愛野町
　毎週水曜日、午前11時まで
▼千々石町・小浜町・南串山町
　毎週水曜日、午前9時まで
　（祝日、第5週目はお休みです）
　担当課で手続きを行い、指定した場所へ
連れてきてください。
※雲仙出張所での手続きは、20年度から廃
止となります。

　皆さまに配布している「平成20年度の雲仙市
環境カレンダー」に一部誤りがありました。次
のように訂正します。
○国見町・瑞穂町・吾妻町・千々石町・小浜町・
南串山町分の6・7月号と愛野町分の4・5月号

（誤）「どうしても飼えなくなった犬・ねこ回収日」
　　　　　　　　　　　↓
（正）「どうしても飼えなくなった犬・ねこ相談日」

国　見　町

4月16日（水）
10:00 〜 11:30 JAグリーン国見店

13:30 〜 15:00 神代研修センター

4月17日（木）
10:00 〜 11:30 馬場集落センター

13:30 〜 15:00 国見総合支所

瑞　穂　町

4月18日（金）

10:00 〜 11:00 春日神社

11:20 〜 12:20 瑞穂体育館前駐車場

13:30 〜 14:30 JA島原雲仙大正選果場

吾　妻　町

4月19日（土）

  9:00 〜 10:00 白山公園駐車場

10:40 〜 11:20 川床公民館

13:30 〜 14:30 消防団吾妻支団第2分団詰所

15:00 〜 16:30 市役所駐車場

愛　野　町

4月10日（木）
10:00 〜 10:45 光西寺駐車場

11:00 〜 11:50 愛野町公民館

4月11日（金）
13:10 〜 13:50 消防団愛野支団第4分団詰所

14:10 〜 14:50 愛野町公民館

千　々　石　町

4月17日（木）

  9:30 〜 10:10 下塩浜公民館

10:30 〜 12:00 千々石庁舎裏

13:10 〜 13:40 森馬公民館

14:00 〜 14:40 木場保育所横

15:00 〜 15:20 下岳公民館

小　浜　町

4月16日（水）

  9:20 〜 9:50 木津漁港

10:00 〜 10:30 富津漁民センター前

10:40 〜 11:10 JA島原雲仙小浜選果場前

11:20 〜 11:50 小浜町公民館駐車場

13:10 〜 13:40 小浜体育館駐車場

13:50 〜 14:20 木指公民館駐車場

14:30 〜 14:50 びん串公民館前

15:00 〜 15:20 旧小田山分校上広場

4月17日（木）

  9:30 〜 10:00 雲仙出張所駐車場

10:30 〜 11:10 北串住民センター

11:25 〜 11:50 旧北串漁協前

13:30 〜 14:00 金山公民館広場

南　串　山　町

4月18日（金）
  9:30 〜 11:00 南串山総合支所駐車場

11:10 〜 12:00 南串山保健センター駐車場
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第
1
回
】

系
列
会
社
の
同
一
入
札
へ
の
参
加
制
限
に
つ
い
て

管
財
課

系
列
会
社
と
は

　

複
数
の
会
社
に
お
い
て
、「
資
本

的
つ
な
が
り
（
資
本
的
関
係
）」
ま

た
は
「
役
員
の
重
複
（
人
的
関
係
）」

が
あ
る
場
合
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

○
資
本
的
関
係

　

親
会
社
と
子
会
社
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
親
会
社
を
同
じ
く
す
る

子
会
社
同
士
の
関
係
に
あ
る
場
合
。

※
子
会
社
…
会
社
の
財
務
と
事
業
の
方

針
の
決
定
を
他
の
会
社
（
親
会
社
）

に
支
配
さ
れ
て
い
る
会
社

○
人
的
関
係

　

一
方
の
会
社
の
役
員
が
、
他
方
の

会
社
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
場
合
。

た
だ
し
、
監
査
役
は
除
く
。
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ジ
「
入
札
・
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情
報
」

コ
ー
ナ
ー
に
詳
細
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掲
載
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て
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の
で
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こ
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だ
さ
い
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Ｑ
な
ぜ
制
限
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の

　

系
列
会
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の
関
係
に
あ
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と
、
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方
の
会
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が
他
方
の
会
社
の
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業

上
の
意
志
を
左
右
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き
る
状
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り
、
同
じ
入
札
に
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せ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
会
社
が
２
票
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入

札
書
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投
じ
る
の
を
認
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
公

正
な
入
札
が
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る
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れ
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で
、
同
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入
札
へ
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限
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Ｑ
系
列
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す
る
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Ａ　社（親会社）

Ｂ　社（子会社）

Ａ社、Ｂ社がいずれも建設業者の場合

Ａ社の役員□□氏が、Ｂ社の役員も兼務している場合

共同企業体（3社JV）の場合

Ｂ社の議決権の過半数

○○氏
△△氏

Ａ社役員

A社 B社

共同企業体共同企業体共同企業体

入札参加可能 どちらか1JVのみ入札参加可能

系列関係系列関係
C社

D社E社

F社

Ｈ社 G社

I社

Ｂ社役員
□□氏

××氏

問 （仮称）雲仙市がまだすスポーツクラブ設立準備委員会
 （委員長　中村）
  ☎0957（36）0885

21世紀の地域社会を創る
総合型地域スポーツクラブづくりを
進めています

いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも気軽に好きなスポーツを楽しめるクラブ

【ソフトバレーボール教室】午後８時～９時30分
【と　き】11月16日（日）
【ところ】吾妻体育館ほか

総合型地域スポーツクラブとは
　さまざまなスポーツを愛好する人たちが参加できる総合的なスポーツクラブで、住民が自主的に
自ら運営するクラブです。
　現在、平成21年２月21日の設立を目指して準備を進めている「（仮称）雲仙市がまだすスポーツ
クラブ」もその一つです。

（仮称）雲仙市がまだすスポーツクラブが目指すものとは

平成21年４月１日  雲仙市がまだすスポーツクラブ  発足

　楽しく気軽なスポーツ活動を通して、雲仙市内のスポーツの振興を図り、住民の「健康づくり」
「生きがいづくり」「仲間づくり」を目指しています。

今後の予定

　各種スポーツ教室を開催します。日程は次の
とおりですが、事前にチラシなどで参加募集を
行います。

○スポーツ教室
　２回目となるスポーツフェスティバルを開催
します。ソフトバレーボール大会、卓球大会、
バドミントン大会、グラウンド・ゴルフ大会、
ハイキング、ヨガ体験などを計画しています。

　会員組織で年間を通してスポーツ活動を行い
ます。

○第２回スポーツフェスティバル

【と　き】５月18日（日）午前９時～
【ところ】諌早湾干拓堤防道路

○第１回親子ハイキング

【と　き】平成21年１月18日（日）午前９時～
【ところ】吾妻体育館ほか

○第２回親子スポーツ大会

【と　き】平成21年２月21日（土）午後７時～
【ところ】愛野町公民館

○設立総会および記念講演会

　平成21年３月～
○会員募集

国見体育館
千々石中体育館
吾妻体育館
南串中体育館

５/16～６/13の毎週金曜日
６/18～７/16の毎週水曜日
９/12～10/10の毎週金曜日
10/９～11/６の毎週木曜日

会　場

前期

後期

日　程

【卓球教室】午後８時～９時30分

愛野小体育館
小浜体育館

６/６～７/４の毎週金曜日
９/17～10/15の毎週水曜日

会　場
前期
後期

日　程

【バドミントン教室】午後８時～９時30分

小浜体育館
愛野中体育館

６/10～７/８の毎週火曜日
10/７～11/４の毎週火曜日

会　場
前期
後期

日　程

【ヨガ教室】午前10時15分～11時45分

瑞穂町公民館
小浜南本町公民館

５/14～６/11の毎週水曜日
10/２～10/30の毎週木曜日

会　場
前期
後期

日　程

雲
仙
市
の
入
札
制
度
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親
会
社
と
子
会
社
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
親
会
社
を
同
じ
く
す
る

子
会
社
同
士
の
関
係
に
あ
る
場
合
。

※
子
会
社
…
会
社
の
財
務
と
事
業
の
方

針
の
決
定
を
他
の
会
社
（
親
会
社
）

に
支
配
さ
れ
て
い
る
会
社

○
人
的
関
係

　

一
方
の
会
社
の
役
員
が
、
他
方
の

会
社
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
場
合
。

た
だ
し
、
監
査
役
は
除
く
。

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札
・
契
約
情
報
」

コ
ー
ナ
ー
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
な
ぜ
制
限
す
る
の

　

系
列
会
社
の
関
係
に
あ
る
と
、
一

方
の
会
社
が
他
方
の
会
社
の
営
業

上
の
意
志
を
左
右
で
き
る
状
況
に

あ
り
、
同
じ
入
札
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
会
社
が
２
票
の
入

札
書
を
投
じ
る
の
を
認
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
公

正
な
入
札
が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
同
一
入
札
へ
の
参
加
を

制
限
し
ま
す
。

Ｑ
系
列
会
社
の
確
認
は

　

ど
う
す
る
の

　

市
で
は
、
建
設
業
者
が
雲
仙
市

の
工
事
を
受
注
す
る
た
め
に
必
要

な
「
入
札
参
加
資
格
」
を
申
請
す

る
際
に
、「
系
列
会
社
に
つ
い
て
の

調
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
系

列
会
社
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
入
札
参
加
者
が

　

知
る
方
法
は
あ
る
の

　

入
札
参
加
資
格
の
あ
る
業
者
が
、

自
ら
の
系
列
会
社
の
状
況
を
確
認

し
た
い
場
合
は
、
管
財
課
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
系
列
関
係
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
「
変
更

調
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

Ｑ
系
列
会
社
が
同
一
入
札
に

　

参
加
し
た
場
合
ど
う
な
る
の

　

系
列
会
社
の
基
準
に
該
当
す
る

複
数
の
者
が
行
っ
た
入
札
は
、
条

件
に
違
反
し
た
入
札
と
し
て
、
雲

仙
市
契
約
規
則
第
11
条
に
基
づ
き

無
効
と
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

入
札
の
公
告
ま
た
は
入
札
執
行
通

知
書
に
も
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
系
列
会
社
の
基
準
に
該

当
す
る
者
が
入
札
執
行
（
応
札
前
）

ま
で
の
間
に
、一
社
を
除
い
て
す
べ
て

入
札
を
辞
退
し
た
場
合
に
は
、
残
る

一
社
の
入
札
は
有
効
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
共
同
企
業
体
の
場
合
は

　

ど
う
な
る
の

　

系
列
関
係
が
あ
る
会
社
が
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
共
同
企
業
体
の
構
成

員
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
い
ず

れ
か
一つ
の
共
同
企
業
体
の
み
が
入

札
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

系
列
関
係
が
あ
る
会
社
が
、
同

じ
共
同
企
業
体
の
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
特
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ａ　社（親会社）

Ｂ　社（子会社）

Ａ社、Ｂ社がいずれも建設業者の場合

Ａ社の役員□□氏が、Ｂ社の役員も兼務している場合

共同企業体（3社JV）の場合

Ｂ社の議決権の過半数

○○氏
△△氏

Ａ社役員

A社 B社

共同企業体共同企業体共同企業体

入札参加可能 どちらか1JVのみ入札参加可能

系列関係系列関係
C社

D社E社

F社

Ｈ社 G社

I社

Ｂ社役員
□□氏

××氏

問 （仮称）雲仙市がまだすスポーツクラブ設立準備委員会
 （委員長　中村）
  ☎0957（36）0885

21世紀の地域社会を創る
総合型地域スポーツクラブづくりを
進めています

いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも気軽に好きなスポーツを楽しめるクラブ

【ソフトバレーボール教室】午後８時～９時30分
【と　き】11月16日（日）
【ところ】吾妻体育館ほか

総合型地域スポーツクラブとは
　さまざまなスポーツを愛好する人たちが参加できる総合的なスポーツクラブで、住民が自主的に
自ら運営するクラブです。
　現在、平成21年２月21日の設立を目指して準備を進めている「（仮称）雲仙市がまだすスポーツ
クラブ」もその一つです。

（仮称）雲仙市がまだすスポーツクラブが目指すものとは

平成21年４月１日  雲仙市がまだすスポーツクラブ  発足

　楽しく気軽なスポーツ活動を通して、雲仙市内のスポーツの振興を図り、住民の「健康づくり」
「生きがいづくり」「仲間づくり」を目指しています。

今後の予定

　各種スポーツ教室を開催します。日程は次の
とおりですが、事前にチラシなどで参加募集を
行います。

○スポーツ教室
　２回目となるスポーツフェスティバルを開催
します。ソフトバレーボール大会、卓球大会、
バドミントン大会、グラウンド・ゴルフ大会、
ハイキング、ヨガ体験などを計画しています。

　会員組織で年間を通してスポーツ活動を行い
ます。

○第２回スポーツフェスティバル

【と　き】５月18日（日）午前９時～
【ところ】諌早湾干拓堤防道路

○第１回親子ハイキング

【と　き】平成21年１月18日（日）午前９時～
【ところ】吾妻体育館ほか

○第２回親子スポーツ大会

【と　き】平成21年２月21日（土）午後７時～
【ところ】愛野町公民館

○設立総会および記念講演会

　平成21年３月～
○会員募集

国見体育館
千々石中体育館
吾妻体育館
南串中体育館

５/16～６/13の毎週金曜日
６/18～７/16の毎週水曜日
９/12～10/10の毎週金曜日
10/９～11/６の毎週木曜日

会　場

前期

後期

日　程

【卓球教室】午後８時～９時30分

愛野小体育館
小浜体育館

６/６～７/４の毎週金曜日
９/17～10/15の毎週水曜日

会　場
前期
後期

日　程

【バドミントン教室】午後８時～９時30分

小浜体育館
愛野中体育館

６/10～７/８の毎週火曜日
10/７～11/４の毎週火曜日

会　場
前期
後期

日　程

【ヨガ教室】午前10時15分～11時45分

瑞穂町公民館
小浜南本町公民館

５/14～６/11の毎週水曜日
10/２～10/30の毎週木曜日

会　場
前期
後期

日　程

雲
仙
市
の
入
札
制
度
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　県と市の教育委員会が
主催する平成19年度ス
ポーツ医・科学巡回講座
が市内3会場（瑞穂町公
民館、愛野町公民館、ハ
マユリックスホール）で
行われました。
　この講座は、親子で参
加してもらい、少年スポ
ーツ選手の成長期にふさ
わしい的確で十分な栄養
摂取を実践してもらうこ
とを目的としています。
講座の中では、「朝食を
きちんと食べる」「ご飯
（炭水化物）を多く摂取
し、グリコーゲンを最大
限にため込み、スタミナ
アップを図る」「早寝・
早起き・朝ご飯」などと
いった話がありました。

その手につかんだ綱が
勝利に変わる瞬間

　あづま創志会が主催す
る「TUG OF WAR in 
うんぜん」が、2月24日
に吾妻体育館で行われま
した。
　この日は、市内外から
34チーム約340人が参
加。大会は3部門で行わ
れ、参加者たちは大きな
掛け声とともに綱を引き
合いました。
　各部門の優勝は以下の
とおり。

○一般の部
　梅団（南島原市）
○男女混合の部
　Togetherしようぜ～
　（南島原市）
○小学生の部
　神代小酒井塾
　（雲仙市国見町）

　忙しい女性を対象に、
市が主催するエアロビ巡
回スクールが市内4会場
（国見文化会館、吾妻体
育館、千々石町公民館、
南本町公民館）で行われ
ました。
　このスクールでは、減
量だけが目的ではなく筋
肉を付けて「太りにくく
て、痩せやすい」体をつ
くることと、「継続的生
活習慣病の予防」に対す
る意識の高揚を目的とし
ています。
　今回は述べ226人の参
加があり、スクール終了
後には自主活動グループ
が発足するなど、運動を
始めるきっかけとなった
ようです。

成長期のスポーツ選手
にふさわしい食事を

太りにくくて、
痩せやすい体づくりを

理想の体を目指して
シェイプアップ

　吾妻体育館では、市民
の健康増進や生活習慣病
予防を目的とした「シェ
イプアップスクール」を
今年度も行います。
　このスクールは、平成
18年4月から毎年行って
おり、平成19年度には、
延べ1,692人の参加があ
りました。「スポーツが
苦手」「体を動かすこと
があまり得意ではない」
という人でも気軽に参加
できるメニューです。ぜ
ひ、参加してみませんか。

【日時】
　初回：4月2日（水）
　以降は毎週火曜日
　午前10時～正午
【場所】
　吾妻体育館
【参加料】
　1回100円

問い合わせ
雲仙市吾妻体育館
☎0957-38-3100

スポーツのページ

　

第
２
回
雲
仙
市
少
年
健
全
育
成
柔

道
大
会
が
２
月
24
日
に
吾
妻
武
道
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
幼

児
か
ら
中
学
生
ま
で
１
６
４
人
が
参

加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
団
体
戦
（
小
学
生
）

優
　

勝
　

南
有
馬
町
少
年
柔
道
部
Ａ

準
優
勝
　

島
原
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

第
３
位
　

瑞
穂
柔
龍
会

○
個
人
戦
　

※
市
内
入
賞
者

（
幼
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

北
村
　

辰
輝
（
瑞
穂
町
）

第
３
位
　

南
　
　

翔
太
（
愛
野
町
）

（
小
学
１
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

松
崎
　

竜
太
（
千
々
石
町
）

（
小
学
２
年
男
子
の
部
）

優
　

勝
　

北
村
虎
之
介
（
瑞
穂
町
）

第
３
位
　

吉
田
真
之
介
（
千
々
石
町
）

（
小
学
３
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

津
山
　

貫
太
（
国
見
町
）

（
小
学
４
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

吉
田
　

恭
平
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

坂
本
　
　

旭
（
愛
野
町
）

（
小
学
５
年
男
子
の
部
）

準
優
勝
　

林
田
　

壮
弥
（
千
々
石
町
）

（
小
学
６
年
男
子
の
部
）

優
　

勝
　

藤
島
　

拓
也
（
千
々
石
町
）

準
優
勝
　

北
村
　

龍
虎
（
瑞
穂
町
）

（
中
学
生
男
子
55
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

吉
田
　

光
輝
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

荒
木
　

雄
造
（
小
浜
町
）

第
３
位
　

堀
内
　

麻
央
（
吾
妻
町
）

（
中
学
生
男
子
70
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

藤
田
　

道
大
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

奥
田
　

賢
志
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

林
田
　

昇
起
（
千
々
石
町
）

（
中
学
生
男
子
70
㎏
超
の
部
）

優
　

勝
　

福
岡
　

雄
輝
（
国
見
町
）

準
優
勝
　

森
川
　
　

慎
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

吉
田
　

将
人
（
小
浜
町
）

（
幼
年
女
子
の
部
）

優
　

勝
　

北
村
み
な
み
（
瑞
穂
町
）

準
優
勝
　

高
澤
　

真
珠
（
国
見
町
）

（
小
学
１
〜
２
年
女
子
の
部
）

第
３
位
　

平
田
　

純
菜
（
国
見
町
）

第
３
位
　

平
田
　

莞
菜
（
国
見
町
）

（
小
学
５
〜
６
年
女
子
の
部
）

優
　

勝
　

田
口
花
菜
子
（
愛
野
町
）

第
３
位
　

徳
永
　

叶
多
（
国
見
町
）

（
中
学
生
女
子
57
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

永
田
　
　

央
（
吾
妻
町
）

準
優
勝
　

馬
場
　
　

紋
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

山
本
　

乙
羽
（
小
浜
町
）

第
３
位
　

北
村
　

琴
子
（
瑞
穂
町
）

　

２
月
２
日
か
ら
３
月
１
日
に

か
け
て
行
わ
れ
た
第
３
回
吾
妻

カ
ッ
プ
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
。
市
内
各
地
か
ら
、

同
級
生
や
自
治
会
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

冬
の
寒
さ
に
負
け
な
い
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

○
Ａ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

モ
ン
パ
チ
！
（
国
見
町
）

準
優
勝

　

か
の
か
ク
ラ
ブ
（
瑞
穂
町
）

第
３
位

　

Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

○
Ｂ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
（
千
々
石
町
）

準
優
勝

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
（
吾
妻
町
）

第
３
位

　

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

○
Ｃ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

う
せ
ん
辻
幼
稚
園
（
吾
妻
町
）

準
優
勝

　

萩
の
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

第
３
位

　

大
塚
Ｖ
Ｃ
保
護
者
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

Ｃランク優勝「うせん辻幼稚園」 Ｂランク優勝「ＳＴＲＥＡＫ」 Ａランク優勝「モンパチ！」

畳
の
上
の
熱
戦

勝
利
の
カ
ギ
は

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
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　県と市の教育委員会が
主催する平成19年度ス
ポーツ医・科学巡回講座
が市内3会場（瑞穂町公
民館、愛野町公民館、ハ
マユリックスホール）で
行われました。
　この講座は、親子で参
加してもらい、少年スポ
ーツ選手の成長期にふさ
わしい的確で十分な栄養
摂取を実践してもらうこ
とを目的としています。
講座の中では、「朝食を
きちんと食べる」「ご飯
（炭水化物）を多く摂取
し、グリコーゲンを最大
限にため込み、スタミナ
アップを図る」「早寝・
早起き・朝ご飯」などと
いった話がありました。

その手につかんだ綱が
勝利に変わる瞬間

　あづま創志会が主催す
る「TUG OF WAR in 
うんぜん」が、2月24日
に吾妻体育館で行われま
した。
　この日は、市内外から
34チーム約340人が参
加。大会は3部門で行わ
れ、参加者たちは大きな
掛け声とともに綱を引き
合いました。
　各部門の優勝は以下の
とおり。

○一般の部
　梅団（南島原市）
○男女混合の部
　Togetherしようぜ～
　（南島原市）
○小学生の部
　神代小酒井塾
　（雲仙市国見町）

　忙しい女性を対象に、
市が主催するエアロビ巡
回スクールが市内4会場
（国見文化会館、吾妻体
育館、千々石町公民館、
南本町公民館）で行われ
ました。
　このスクールでは、減
量だけが目的ではなく筋
肉を付けて「太りにくく
て、痩せやすい」体をつ
くることと、「継続的生
活習慣病の予防」に対す
る意識の高揚を目的とし
ています。
　今回は述べ226人の参
加があり、スクール終了
後には自主活動グループ
が発足するなど、運動を
始めるきっかけとなった
ようです。

成長期のスポーツ選手
にふさわしい食事を

太りにくくて、
痩せやすい体づくりを

理想の体を目指して
シェイプアップ

　吾妻体育館では、市民
の健康増進や生活習慣病
予防を目的とした「シェ
イプアップスクール」を
今年度も行います。
　このスクールは、平成
18年4月から毎年行って
おり、平成19年度には、
延べ1,692人の参加があ
りました。「スポーツが
苦手」「体を動かすこと
があまり得意ではない」
という人でも気軽に参加
できるメニューです。ぜ
ひ、参加してみませんか。

【日時】
　初回：4月2日（水）
　以降は毎週火曜日
　午前10時～正午
【場所】
　吾妻体育館
【参加料】
　1回100円

問い合わせ
雲仙市吾妻体育館
☎0957-38-3100

スポーツのページ

　

第
２
回
雲
仙
市
少
年
健
全
育
成
柔

道
大
会
が
２
月
24
日
に
吾
妻
武
道
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
幼

児
か
ら
中
学
生
ま
で
１
６
４
人
が
参

加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
団
体
戦
（
小
学
生
）

優
　

勝
　

南
有
馬
町
少
年
柔
道
部
Ａ

準
優
勝
　

島
原
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

第
３
位
　

瑞
穂
柔
龍
会

○
個
人
戦
　

※
市
内
入
賞
者

（
幼
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

北
村
　

辰
輝
（
瑞
穂
町
）

第
３
位
　

南
　
　

翔
太
（
愛
野
町
）

（
小
学
１
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

松
崎
　

竜
太
（
千
々
石
町
）

（
小
学
２
年
男
子
の
部
）

優
　

勝
　

北
村
虎
之
介
（
瑞
穂
町
）

第
３
位
　

吉
田
真
之
介
（
千
々
石
町
）

（
小
学
３
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

津
山
　

貫
太
（
国
見
町
）

（
小
学
４
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　

吉
田
　

恭
平
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

坂
本
　
　

旭
（
愛
野
町
）

（
小
学
５
年
男
子
の
部
）

準
優
勝
　

林
田
　

壮
弥
（
千
々
石
町
）

（
小
学
６
年
男
子
の
部
）

優
　

勝
　

藤
島
　

拓
也
（
千
々
石
町
）

準
優
勝
　

北
村
　

龍
虎
（
瑞
穂
町
）

（
中
学
生
男
子
55
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

吉
田
　

光
輝
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

荒
木
　

雄
造
（
小
浜
町
）

第
３
位
　

堀
内
　

麻
央
（
吾
妻
町
）

（
中
学
生
男
子
70
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

藤
田
　

道
大
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

奥
田
　

賢
志
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

林
田
　

昇
起
（
千
々
石
町
）

（
中
学
生
男
子
70
㎏
超
の
部
）

優
　

勝
　

福
岡
　

雄
輝
（
国
見
町
）

準
優
勝
　

森
川
　
　

慎
（
千
々
石
町
）

第
３
位
　

吉
田
　

将
人
（
小
浜
町
）

（
幼
年
女
子
の
部
）

優
　

勝
　

北
村
み
な
み
（
瑞
穂
町
）

準
優
勝
　

高
澤
　

真
珠
（
国
見
町
）

（
小
学
１
〜
２
年
女
子
の
部
）

第
３
位
　

平
田
　

純
菜
（
国
見
町
）

第
３
位
　

平
田
　

莞
菜
（
国
見
町
）

（
小
学
５
〜
６
年
女
子
の
部
）

優
　

勝
　

田
口
花
菜
子
（
愛
野
町
）

第
３
位
　

徳
永
　

叶
多
（
国
見
町
）

（
中
学
生
女
子
57
㎏
以
下
の
部
）

優
　

勝
　

永
田
　
　

央
（
吾
妻
町
）

準
優
勝
　

馬
場
　
　

紋
（
吾
妻
町
）

第
３
位
　

山
本
　

乙
羽
（
小
浜
町
）

第
３
位
　

北
村
　

琴
子
（
瑞
穂
町
）

　

２
月
２
日
か
ら
３
月
１
日
に

か
け
て
行
わ
れ
た
第
３
回
吾
妻

カ
ッ
プ
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
。
市
内
各
地
か
ら
、

同
級
生
や
自
治
会
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

冬
の
寒
さ
に
負
け
な
い
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

○
Ａ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

モ
ン
パ
チ
！
（
国
見
町
）

準
優
勝

　

か
の
か
ク
ラ
ブ
（
瑞
穂
町
）

第
３
位

　

Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

○
Ｂ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
（
千
々
石
町
）

準
優
勝

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
（
吾
妻
町
）

第
３
位

　

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

○
Ｃ
ラ
ン
ク

優
　

勝

　

う
せ
ん
辻
幼
稚
園
（
吾
妻
町
）

準
優
勝

　

萩
の
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

第
３
位

　

大
塚
Ｖ
Ｃ
保
護
者
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吾
妻
町
）

Ｃランク優勝「うせん辻幼稚園」 Ｂランク優勝「ＳＴＲＥＡＫ」 Ａランク優勝「モンパチ！」

畳
の
上
の
熱
戦

勝
利
の
カ
ギ
は

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
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値
上
げ
の
前
に
未
納
解
消
を

▼
小
田　

給
食
費
で
す
が
、
材
料
費

が
高
く
な
っ
た
か
ら
上
が
る
と
い
う

の
は
、
基
本
的
に
は
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
給
食
費
未
納
は
大
問
題
で

す
。
原
料
費
高
騰
で
値
上
げ
す
る
前

に
、
未
納
給
食
費
を
徴
収
す
る
の
が

先
だ
と
思
い
ま
す
が
。

▼
金
子
副
市
長　

給
食
は
、
皆
様
の

給
食
費
を
財
源
と
し
て
全
て
の
材
料

を
購
入
し
て
い
ま
す
。
今
、
小
麦
な

ど
の
材
料
費
が
高
く
な
り
、
値
上
げ

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
給

食
費
値
上
げ
と
未
納
問
題
は
別
の
問

題
と
考
え
て
、
未
納
分
で
足
り
な
く

な
っ
た
か
ら
上
が
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
未
納
の
問
題
は
未
納
と

し
て
徴
収
方
法
や
滞
納
整
理
と
い
う

方
法
で
き
ち
ん
と
整
理
し
て
い
き
ま

す
。

▼
平
野　

未
納
者
が
い
る
と
い
う
の

は
把
握
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

か
。

▼
金
子
副
市
長　

は
い
、
し
て
い
ま

す
。

▼
市
長　

未
納
者
が
明
ら
か
に
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
傷
つ
け
て
も
い

け
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
部
分
は
非
常

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

▼
徳
永　

家
庭
の
意
識
と
し
て
、
本

当
に
困
っ
て
未
納
し
て
い
る
人
と
全

然
そ
う
い
う
気
持
ち
が
な
く
て
未
納

す
る
、
と
い
う
の
も
問
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長　

時
代
の
変
遷
と
と

も
に
、
い
ろ
ん
な
保
護
者
が
い
ま
す
。

給
食
費
よ
り
も
レ
ジ
ャ
ー
費
を
優
先

す
る
人
に
は
、
強
硬
手
段
も
仕
方
な

い
と
思
い
ま
す
。

▼
徳
永　

学
校
で
給
食
費
を
集
め
る

と
、
子
ど
も
が
困
る
か
ら
持
た
せ
て

よ
う
と
す
る
親
は
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
ど
、
本
当
に
納
め
ら
れ
な
い

人
た
ち
は
子
ど
も
が
惨
め
な
思
い
を

し
ま
す
よ
ね
。

▼
小
田　

口
座
振
替
じ
ゃ
な
く
、
先

生
と
か
地
区
の
子
ど
も
会
役
員
さ
ん

が
、
集
金
し
て
ま
わ
る
と
納
付
率
が

高
い
と
聞
き
ま
す
。

▼
村
里　

有
明
町
が
、
今
も
地
区
公

民
館
で
集
金
し
て
い
ま
す
が
、
未
納

が
な
い
と
い
う
話
で
、
こ
の
問
題
は
、

国
見
町
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
方

法
で
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

教
育
現
場
の
指
導
体
制
も

問
題
と
な
り
ま
す

▼
平
野　

八
斗
木
小
学
校
の
全
校
児

童
数
は
55
人
な
ん
で
す
よ
ね
。
市
内

で
、
統
合
す
る
ぐ
ら
い
ま
で
に
児
童

数
が
減
少
し
て
い
る
小
学
校
は
あ
る

ん
で
し
ょ
う
か
。

▼
酒
井
仁　

千
々
石
第
2
小
学
校
は

八
斗
木
学
校
よ
り
も
規
模
が
小
さ
く
、

複
式
学
級
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
市
の

財
政
を
考
え
る
と
、
統
廃
合
は
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
地
域

と
し
て
は
、
地
元
の
学
校
が
な
く
な

る
と
の
は
寂
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
複
式
に
な
っ
た
場
合
、
1
人

の
先
生
で
2
つ
の
学
年
を
教
え
る
わ

け
で
す
が
、
1
人
の
先
生
で
は
子
ど

も
に
、
十
分
な
配
慮
が
届
か
な
い
と

い
う
事
は
実
際
に
あ
り
ま
す
。

▼
平
野　

統
廃
合
に
な
っ
た
と
き
、

八
斗
木
地
区
か
ら
歩
い
て
約
2
時
間

か
か
る
土
黒
小
学
校
ま
で
歩
い
て
行

け
と
い
う
の
は
無
理
な
こ
と
で
す
ね
。

じ
ゃ
あ
バ
ス
を
出
し
ま
す
、
と
な
る

と
、
そ
の
お
金
は
ど
う
な
る
か
と
い

う
問
題
も
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す

け
ど
。

▼
市
長　

市
に
な
っ
て
か
ら
の
交
通

体
系
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
と
は
切
り
離
し
て
考
え
な
い
と

い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
あ
る

程
度
の
交
通
手
段
、
市
内
を
循
環
す

る
交
通
の
提
供
も
含
め
て
、
検
討
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

　

北
串
中
学
校
の
場
合
、
生
徒
数
が

少
な
い
か
ら
、
学
科
担
当
の
先
生
が

1
人
し
か
い
な
い
。
病
気
で
入
院
さ

れ
た
ら
、
代
わ
り
の
先
生
が
い
な
い
。

高
校
受
験
も
あ
る
の
に
、
適
当
な
措

置
が
な
い
。
で
す
か
ら
、
統
廃
合
問

題
は
、
学
校
の
指
導
体
制
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

小
中
学
生
の
活
動
の
時
は
、

使
用
料
を
減
免
し
て

▼
鵜
殿　

市
に
な
っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
か
施
設
借
用
の
料
金
が
発
生
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
も

ち
ろ
ん
、
維
持
管
理
の
経
費
と
い
う

考
え
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
地
域
の
人
や
小
中
学
生
が
借
り

る
の
に
、
市
と
し
て
料
金
が
必
要
な

の
か
。
こ
の
よ
う
な
活
動
部
分
で
は
、

も
っ
と
減
免
措
置
が
あ
っ
て
も
い
い

の
か
な
と
。
年
間
の
負
担
は
か
な
り

の
金
額
に
な
り
ま
す
。

▼
事
務
局　

旧
7
町
で
使
用
料
を
取

っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
取
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
合
併
協
議
で
、

減
免
規
定
も
設
け
な
が
ら
基
本
的
に

料
金
を
取
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
市
長　

合
併
協
議
会
で
料
金
徴
収

と
決
ま
っ
た
後
に
市
長
に
な
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
急
に
使
用
料
を
取
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
あ
ち
こ
ち

で
言
わ
れ
ま
す
。「
じ
ゃ
あ
無
料
化

で
」
と
い
う
の
も
難
し
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
別
の
機
会
で
、
資
料
を
提

供
し
、
費
用
を
見
て
い
た
だ
い
て
、

使
用
料
の
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
の
移
管
を
緩
和
し
て

▼
前
田　

県
は
、
認
定
農
家
を
増
や

し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
け
ど
、
役
員

が
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
ね
と
い
う
感
じ

で
。
事
務
局
を
雲
仙
市
か
ら
協
議
会

の
ほ
う
に
移
行
す
る
と
聞
い
て
ま
す

の
で
。
緩
和
を
考
え
て
も
ら
え
な
い

で
す
か
。

▼
金
子
副
市
長　

各
団
体
事
務
局
の

移
管
の
問
題
で
す
ね
。
元
々
、
職
員

が
減
っ
て
い
く
行
政
改
革
の
中
で
、

本
来
の
市
職
員
の
仕
事
、
団
体
に
お

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
20
回　

移
動
市
長
室

国
見
町
土
黒
地
域
の
問
題
点
や
市
政
を
尋
ね
る

市
内
で
一
番
人
口
が
多
い
国
見
町
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
農
水
産
業
を

基
礎
に
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ソ
フ
ト
や
サ
ッ
カ
ー

な
ど
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
2
月
26
日
、
土
黒
（
ひ
じ
く
ろ
）

地
域
で
環
境
や
教
育
な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。）
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願
い
す
る
仕
事
を
振
り
分
け
て
、
一

番
い
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
、
職
員
の
公
金
横

領
事
件
が
発
生
し
、
皆
様
方
に
非
常

に
不
信
感
を
与
え
ま
し
た
。
補
助
金

の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
同
一
職
員
が

行
う
と
い
う
お
か
し
い
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
会
計
だ
け
で

も
先
に
移
管
し
、
事
務
に
つ
い
て
は
、

今
後
相
談
し
な
が
ら
移
管
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
長　

農
林
水
産
省
の
考
え
方
が
、

政
策
に
し
て
も
補
助
金
に
し
て
も
認

定
農
業
者
を
中
心
に
し
た
方
針
に
な

っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
書
類
作
成

と
な
る
と
、
農
業
の
傍
ら
作
成
す
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
り
ま

す
の
で
、
国
に
簡
素
化
の
要
求
を
し

て
き
ま
し
た
。

▼
森
本　

国
見
F
C
で
フ
ッ
ト
サ

ル
を
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
今
、

使
用
し
て
い
る
国
見
や
瑞
穂
の
体
育

館
で
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
会
場
に
は
ち

ょ
っ
と
狭
く
て
。
公
式
戦
だ
け
で
も
、

吾
妻
体
育
館
で
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

▼
市
長　

吾
妻
体
育
館
は
フ
ッ
ト
サ

ル
に
適
応
し
た
仕
様
じ
ゃ
な
く
。
壁

も
防
音
壁
で
、
ボ
ー
ル
の
衝
撃
に
耐

え
ら
れ
な
い
ら
し
く
、
も
し
改
修
す

る
な
ら
、
費
用
が
結
構
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

▼
森
本　

周
り
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
と

か
で
き
な
い
ん
で
す
か
。

▼
市
長　

バ
レ
ー
の
時
に
真
ん
中
を

区
切
る
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。
具
体
的
な
も
の
を
紹
介
い
た
だ

け
れ
ば
、
調
べ
て
必
ず
お
答
え
し
ま

す
。

▼
森
本　

九
州
内
で
リ
ー
グ
戦
が
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
長
崎
会
場
と
な
っ

た
ら
、
大
村
市
で
あ
る
ん
で
す
よ
。

も
し
、
雲
仙
市
で
で
き
た
ら
、
鹿
児

島
か
ら
で
も
フ
ェ
リ
ー
で
4
時
間
ぐ

ら
い
で
来
れ
る
ん
で
す
。
大
村
だ
っ

た
ら
5
、
6
時
間
車
に
乗
り
っ
ぱ
な

し
な
の
で
。

ほ
か
の
補
助
金
は
な
い
ん
で
す
か

▼
鵜
殿　

宿
泊
者
が
述
べ
8
0
0

人
を
超
え
る
2
泊
3
日
の
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
や
弁
当
な

ど
で
、
数
百
万
円
の
金
が
雲
仙
市
に

落
ち
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
補
助

金
以
外
に
、
観
光
や
児
童
生
徒
の
育

成
と
い
う
意
味
で
教
育
委
員
会
か
ら

の
補
助
金
は
な
い
の
か
を
尋
ね
ま
す
。

補
助
金
の
支
出
と
雲
仙
市
に
お
ち
た

お
金
の
比
較
を
す
る
と
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
金
子
副
市
長　

観
光
課
に
、
観
光

振
興
事
業
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
宿

泊
者
一
人
あ
た
り
を
単
位
と
す
る
宿

泊
費
の
補
助
な
ど
を
し
ま
す
。
観
光

振
興
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
補
助
金
の
対
象
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
申
請
を
さ
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

▼
鵜
殿　

地
域
づ
く
り
補
助
金
は
3

回
ま
で
と
聞
い
て
い
ま
す
。
他
の
補

助
制
度
を
教
え
て
も
ら
え
ば
、
他
の

団
体
の
方
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

▼
市
長　

イ
ベ
ン
ト
の
波
及
効
果
や

実
績
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
取
り

ま
と
め
ら
れ
て
、
申
請
あ
る
い
は
提

案
を
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
方
向

性
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

E
M
菌
の
効
果
を
P
R
し
た
い

▼
酒
井
雅　

E
M
事
業
は
、
市
民
提

案
事
業
の
中
で
、
補
助
金
が
出
て
十

分
助
か
っ
て
い
ま
す
。
生
ゴ
ミ
処
理

機
械
と
か
い
た
だ
い
て
、
生
ゴ
ミ
を

全
然
出
し
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
し

か
し
、
毎
週
、
支
所
の
倉
庫
を
借
り

て
作
っ
て
無
料
で
配
っ
て
い
る
ん
で

す
け
ど
、
な
か
な
か
広
め
ら
れ
な
い

ん
で
す
ね
。
ま
だ
E
M
菌
と
か
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
効
果
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

市
民
提
案
で
す
の
で
、

E
M
の
会
で
市
内
全
域
に
活
動
し
て

P
R
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
国
見
支
所
に
は
E
M
の
ボ
カ
シ

を
置
い
て
ま
す
が
、
な
か
な
か
持
っ

て
帰
っ
て
も
ら
え
な
い
。
例
え
ば
、

こ
の
イ
チ
ゴ
は
E
M
を
使
用
し
て
る
、

こ
っ
ち
は
し
て
な
い
、
と
い
う
見
本

を
置
い
て
、
効
果
が
見
え
た
ら
持
っ

て
い
か
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

▼
酒
井
仁　

E
M
が
い
い
こ
と
は
知

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
E
M
を
家

で
す
る
か
と
い
っ
た
ら
、
面
倒
く
さ

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
に
、

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
て
、
生
ゴ

ミ
も
分
別
回
収
す
る
シ
ス
テ
ム
が
も

し
で
き
れ
ば
活
用
す
る
し
、
そ
こ
か

ら
E
M
で
肥
料
等
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
農
家
に
、
活
用
し
て

も
ら
っ
て
、
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
の
特
質

と
し
て
、
P
R
し
て
い
く
と
、
農
業

も
活
発
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

雲
仙
市
の
環
境
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
、
E
M
菌
の
効
果
を
載

せ
て
い
ま
す
し
、
国
見
支
所
で
は

E
M
培
養
液
を
毎
週
火
曜
日
に
作

っ
て
ま
す
が
、
2
日
間
ぐ
ら
い
で

3
0
0
㍑
が
な
く
な
る
ほ
ど
利
用
者

は
多
い
よ
う
で
す
。

▼
市
長　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ

て
る
実
績
を
み
ん
な
に
提
供
し
て
、

E
M
菌
を
バ
ー
ン
と
広
め
て
や
っ

て
く
れ
な
い
で
す
か
。

▼
徳
永　

国
見
の
小
、
中
学
生
で
も
、

総
合
学
習
の
時
間
と
か
で
他
町
と
の

交
流
会
を
開
催
し
た
ら
、
地
域
の
特

色
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
べ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
校
行
事

か
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
面
で
、
合
併
時
期
と
介
護
保

険
の
改
正
時
期
が
重
な
り
ま
し
た
よ

ね
。
旧
国
見
の
福
祉
は
、
他
町
に
比

べ
て
サ
ー
ビ
ス
が
良
か
っ
た
か
ら
、

合
併
後
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
声
を
聞
く
ん
で
す
ね
。
本
当

は
、
雲
仙
市
の
福
祉
も
い
い
ん
で
す

よ
、
と
言
い
た
い
け
ど
、
実
際
、
全

部
、
サ
ー
ビ
ス
が
落
ち
て
る
状
態
で

す
ね
。

▼
金
子
副
市
長　

確
か
に
、
旧
国
見

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
良
か
っ
た
で
す
。

合
併
と
同
時
に
、
介
護
も
入
っ
て
き

た
か
ら
、
い
か
に
も
、
合
併
で
サ
ー

ビ
ス
が
悪
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
国
の
方
針
を
、
市
と

前田　英樹さん
（今出）

鵜殿　正弘さん
（尾茂）

小田　伸吾さん
（南下原）

酒井　雅子さん
（北下原西）

德永千恵美さん
（北下原東）
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し
て
説
明
し
、
市
民
の
誤
解
は
解
か

な
い
と
い
け
な
い
。
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
、
他
町
と
の
交
流
で

す
が
、
愛
野
中
と
千
々
石
中
学
校
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
換
学
習
会
を

し
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
方
法
で
交
流

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

国
見
の
下
水
道
は
、
ど
う
な
る
の

▼
酒
井
仁　

国
見
は
下
水
道
が
ま
だ

で
す
が
、
費
用
と
し
て
1
0
0
億

ぐ
ら
い
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
計
画
さ
れ
て
る
の

で
す
か
。

▼
市
長　

下
水
道
事
業
の
問
題
点
が
、

当
初
計
画
と
比
較
し
、
加
入
実
績
が

悪
い
。
接
続
工
事
の
自
己
負
担
が
伴

う
の
で
、
計
画
よ
り
も
加
入
率
が
悪

く
て
、
市
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

く
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
合
併
化
槽
も
一
つ
の
方
法
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
十
分
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
酒
井
仁　

既
に
下
水
道
を
引
い
て

あ
る
町
と
未
実
施
の
町
と
の
地
域
間

の
お
金
の
使
い
方
に
差
が
出
て
く
る

の
で
は
と
疑
問
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

実
施
地
区
に
は
お
金
が
使
わ
れ
て
、

国
見
と
か
は
、
払
う
ば
っ
か
り
だ
っ

た
ら
、
不
公
平
だ
と
思
う
の
で
、
そ

こ
の
差
は
無
く
し
て
ほ
し
い
。

▼
吉
田
副
市
長　

国
見
の
計
画
は
、

事
業
費
が
関
係
す
る
た
め
、
瑞
穂
が

終
わ
っ
た
段
階
に
な
ら
な
い
と
判
断

出
来
な
い
実
状
が
あ
り
ま
す
。
考
え

様
で
は
、
合
併
浄
化
槽
が
経
費
も
か

か
ら
な
い
し
、
設
置
に
は
き
ち
ん
と

補
助
金
が
出
ま
す
。
将
来
は
、
下
水

か
合
併
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

▼
鵜
殿　

国
見
の
人
に
と
っ
て
、
税

金
は
納
め
て
る
の
に
下
水
を
引
か
な

い
の
か
、
と
い
う
気
持
ち
も
分
か
り

ま
す
。
合
併
浄
化
槽
で
も
、
市
町
村

型
と
い
う
形
で
補
助
す
る
方
法
も
あ

っ
て
、
そ
れ
は
、
下
水
と
な
ん
ら
変

わ
り
な
い
使
用
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

市
民
と
し
て
は
、
加
入
負
担
金
や
水

道
料
の
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
。
個
人
的
に
は
、
市
町
村
型
の

浄
化
槽
と
い
う
形
で
や
っ
て
い
く
の

が
、
平
等
な
範
囲
の
中
で
や
っ
て
い

け
る
の
か
な
と
は
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

▼
市
長　

こ
れ
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
型
と
か
合
併
浄
化
槽
と
か
、

全
て
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
時
代

に
対
応
で
き
る
下
水
道
事
業
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

実
施
地
区
と
未
実
施
地
区
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
吉
田
副
市
長　

国
見
町
は
、
合
併

浄
化
槽
が
結
構
普
及
し
、
30
％
を
越

え
て
ま
す
。
下
水
を
引
い
た
と
き
、

こ
の
人
た
ち
が
合
併
が
安
い
の
で
、

加
入
し
な
い
と
な
っ
た
ら
困
る
ん
で

す
ね
。

▼
鵜
殿　

つ
な
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
法
的
強
制
力
は
あ
る
ん
で

す
か
。

▼
吉
田
副
市
長　

下
水
道
法
で
3
年

以
内
に
接
続
す
る
よ
う
に
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
鵜
殿　

国
見
に
下
水
道
を
始
め
る

時
に
は
、
説
明
会
で
包
み
隠
さ
ず
報

告
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
2
年
、
3

年
、
10
年
後
の
状
況
を
は
っ
き
り
提

示
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
皆
さ

ん
も
迷
う
で
し
ょ
う
し
、
後
で
使
用

料
な
ど
で
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
番
の
関
心
は
、
経
費
と
し

て
の
使
用
料
金
が
将
来
ど
う
な
っ
て

い
く
か
で
す
。

▼
市
長　

情
報
に
関
し
て
は
、
我
々

に
と
っ
て
は
困
る
よ
う
な
こ
と
も
開

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
将
来
の

水
道
料
金
や
連
動
し
た
使
用
料
は
難

し
い
で
す
が
、
現
時
点
で
可
能
な
限

り
の
数
字
は
、
当
然
計
算
し
て
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
小
田　

市
内
の
運
動
場
を
み
る
と
、

結
構
、
ネ
ッ
ト
が
破
れ
て
た
り
、
金

網
に
穴
が
あ
い
て
い
た
り
し
て
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
が
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
野　

い
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
あ
る

ん
で
す
が
、
実
際
、
破
れ
た
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
た
り
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
か
で
、
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
け
が
し
た
り
す
る
と

大
変
な
の
で
。

▼
市
長　

我
々
が
、
使
用
者
の
方
の

感
想
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
決
し

て
予
算
が
と
か
で
は
な
く
て
、
万
一
、

そ
こ
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ケ
ガ

を
さ
れ
た
ら
い
け
ま
せ
ん
か
ら
。
教

育
委
員
会
に
話
を
し
て
み
ま
す
。

▼
森
本　

基
盤
整
備
が
終
わ
っ
て
も
、

ま
だ
砂
利
道
の
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

▼
吉
田
副
市
長　

耕
作
道
路
は
後
回

し
に
な
り
ま
す
も
ん
ね
。
支
所
で
受

付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
保
全

事
業
の
申
請
を
し
て
、
材
料
を
も
ら

っ
て
自
分
た
ち
で
し
た
ほ
う
が
早
い

で
す
よ
。

▼
村
里　

住
宅
が
十
何
軒
と
建
っ
て

増
え
て
き
た
の
に
、
道
が
狭
い
た
め

に
消
防
車
も
入
ら
な
い
し
消
火
栓
も

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
消

火
栓
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
吉
田
副
市
長　

消
火
栓
が
付
け
ら

れ
る
だ
け
の
水
道
配
管
の
問
題
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
詳
し
い
場
所
な
ど
協

議
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

情
報
開
示
が
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
す

▼
市
長　

せ
っ
か
く
雲
仙
市
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
旧
町
で
の
特
典
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
さ
ら

戻
れ
ま
せ
ん
し
、
建
設
的
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
少
な

く
と
も
、
5
万
人
の
一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
あ
り
ま
す
の
で
、
意
見
も
ど

ん
ど
ん
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
我
々
が
持
っ

て
い
ま
す
情
報
は
で
き
る
だ
け
開
示

し
て
い
き
ま
す
。
わ
だ
か
ま
り
が
な

い
「
ま
ち
」
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
々
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
そ
、
雲
仙
市

を
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

奥村市長 平野　義貴さん
（八斗木）

森本　稔広さん
（宮田）

酒井　仁史さん
（篠原）

村里　孝子さん
（川原田）
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春の雲仙
へお越しください

　春の雲仙を彩るのは、国の天然記念物にも指定
されている「雲仙つつじ（ミヤマキリシマ）」。
　赤紫や朱紅、淡紅など色とりどりの大群落が仁
田峠の山肌を埋め尽くします。雲仙地獄周辺では
4月下旬ごろから、仁田峠付近では5月上旬ごろ
からその美しさを堪能できます。
　雲仙つつじと鮮やかな新緑に包まれる雲仙へ、
ぜひお越しください。

　プロ野球ソフトバンクホークスから小浜中学校
吹奏楽部にユニフォームが贈られました。
　これは、福岡市で行われた雲仙市の観光PRの
際、小浜中が演奏したホークスの応援歌を偶然聴
いた球団職員が、その演奏に感動したお礼として
贈られたものです。部員の皆さんは、突然のプレ
ゼントに大喜びの様子でした。

潮干狩り情報

○４/ ３ （木）～４/ ８ （火）
○４/16（水）～４/23（水）
○５/ ２ （金）～５/ ８ （木）
料金　中学生以上：1,000円
　　　子　ど　も：無料

料金　大　人：1,000円
　　　子ども：　500円

料金　大　人：1,000円
　　　子ども：　500円

○４/ ４ （金）～４/ ９ （水）
○４/17（木）～４/23（水）

○４/ ２ （水）～４/ ９ （水）
○４/16（水）～４/23（水）
○５/ １ （木）～５/ ８ （木）

瑞穂漁協
（☎0957-77-3139）

土黒漁協
（☎0957-78-2262）

神代漁協
（☎0957-78-2834）

（注）潮の関係やあさりの量などで開放時間および期間が変わることがあります。
　　　詳しくは各漁協にお問い合わせください。

（小中学生）※10㎏以上は、1㎏増すごとに
　300円の買い上げになります。

（小中学生）

　雲仙市の有明海沿岸の各漁協では、春の訪れを告げるあさり貝の潮干狩
りが行われます。家族みんなで楽しいひとときを過ごしてみませんか。
　各漁協の一般開放予定は以下のとおりです。

演奏に感動。球団からの贈り物

　3月8日に佐賀県鳥栖市で行われたサッカーJ2
開幕戦「モンテディオ山形VSサガン鳥栖」。こ
の試合に、雲仙市からも小学生40人を中心とし
た応援団が駆けつけました。モンテディオ山形
は、2月に雲仙市でキャンプを張ったばかり。残
念ながら試合には敗れたものの、すばらしいプレ
ーに子どもたちも大興奮の一日でした。

子どもたちも応援。山形開幕戦

＊ ＊ ＊う ん ぜ ん ク リ ッ ク観 光 情 報 № 10

しゅべに たんこう
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まちの話題

↑前田敏子さん

　元気に100歳の誕生日を迎えられた2人に、市からお祝いが贈られました。
　2月9日に誕生日を迎えられた小林ハルヨさん（千々石町）には、金子副市長からお祝いが手渡されまし
た。小林さんのお宅では、元気に100歳を迎えられた記念に記念碑を建てられたそうです。
　また、2月29日に誕生日を迎えられた前田敏子さん（国見町）には、吉田副市長からお祝いが手渡され
ました。前田さんはとてもお元気で、大正3年に建てられた自宅や庭について楽しそうに話されていました。
　お2人とも、これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

100回目のハッピーバースディ♪
市内2人に100歳のお祝い

　市立千々石中と愛野中で、テレビ会議システムを利用した遠
隔共同学習が、2月26日に行われました。学校を含む市内の
公共施設は光ファイバーで結ばれており、その高速通信網を活
用したもの。
　市内の小中学校の先生など約20人が見学する中、千々石中
3年生の技術の授業が行われました。今年のロボットコンテス
ト全国大会に出場した自慢のマシンなどについて、映像を交え
ながら愛野中の生徒に紹介。テレビ会議システムを通じて、多
くの質問が交わされました。

みんなのアイデアが生かせるように
遠隔共同学習　公開授業

↑
小
林
さ
ん
の
百
歳
記
念
碑

↑小林ハルヨさん

↑まちなみの雰囲気に合う、立派な案内板

　十八銀行社会開発振興基金（理事長・宮脇雅俊同行頭取）
から、国見町の神代小路歴史文化公園に案内板が寄贈され、
2月17日に除幕式が行われました。
　案内板は杉材を使い、瓦ぶきで周囲の景観に調和してお
り、神代小路地区の沿革や特性などを4カ国語で紹介。目
録を受け取った奥村市長は「まちなみを訪れる人が、年々
増加しており、看板を有効に活用したい」と感謝の言葉を
述べました。

神代小路の景観に調和した案内板を寄贈
十八銀行社会開発振興基金

↑スクリーンの映像と音声で愛野中の生徒たちと交流する千々石中の生徒

●広報うんぜん
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まちの話題

　活水女子大学音楽学部によるオペラミュージカル
「ヘンゼルとグレーテル」が2月23日、国見文化会
館で開かれました。これは、オペラに接する機会が
少ない地域で、地元の子どもたちと交流できる舞台
を展開しようと企画されたもの。
　公演では、愛野小合唱クラブの児童も出演し、子
どもから大人まで楽しめる舞台となりました。

オペラの魅力を子どもたちに
オペラミュージカル「ヘンゼルとグレーテル」

　井上あずみファミリーコンサートが3月1日、国
見町文化会館で開かれました。井上さんの代表作「と
なりのトトロ」「天空の城ラピュタ」「魔女の宅急便」
など、スタジオジブリの名曲を中心に美しい歌声を
披露したほか、スライドを使った絵本の朗読や愛野
小合唱クラブとの共演も行い、観客と一体となった
楽しいコンサートでした。

親子で楽しんだ名曲の数々
井上あずみファミリーコンサート

　宝塚歌劇団OG（卒業生）によるラテンファンタ
ジー「ラ　フィエスタ　ラティーナ」が2月17日に
ハマユリックスホールで行われました。
　宝塚のトップスターとして活躍した峰さを理さん
や高汐巴さん、平みちさんなど総勢16人が出演。ラ
テンの祭をテーマにした情熱的なステージに、満席
の会場もたいへんな盛り上がりでした。

楽しい音楽と華やかな舞台
ラ　フィエスタ　ラティーナ

働くって大変だなあ
愛野中学校　職場体験学習

　2月6日と7日の2日間、愛野中の2年生が15の
事業所に分かれて、職場体験学習を行いました。
　これは、生徒が実際に体験しながら仕事について
理解し、働くことの尊さや意義、将来の進路につい
て考えるために行われています。愛野総合支所の仕
事を体験した生徒は、「思っていたより複雑で、勉強
になった」と話していました。

↑観客も一緒になって、大きな歌声が響いていました ↑窓口対応を体験する生徒たち

↑オペラの魅力が十分に感じられる舞台になりました ↑華やかな衣装で観客を魅了する出演者の皆さん
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は ぴ ね す 通 信 ①

男
だ
か
ら
？ 

女
だ
か
ら
？

　

現
在
、
雲
仙
市
で
は
、
平
成
19
年
4
月

に
「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
年
5
月
に

実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
を
＂

よ
く
知
っ
て
い
る
〟
人
の
割
合
は
約
15
％

し
か
な
く
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

理
解
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
男

女
共
同
参
画
に

関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を

「
は
ぴ
ね
す
通

信
」
と
し
て
、

今
号
か
ら
毎
月

広
報
紙
に
掲
載

し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
「
男
女

共
同
参
画
社

会
」に
つ
い
て
、

少
し
ず
つ
知
っ

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
事
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
、
平
成
20
年
3
月
に
「
雲
仙
市
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
男
女
が
互
い
を
認
め
合

い
、
尊
重
し
、
協
力

し
合
う
ま
ち　

雲
仙

市
」
を
基
本
理
念
と

し
、
3
つ
の
基
本
目

標
と
7
つ
の
重
点
目

標
を
掲
げ
、
雲
仙
市

の
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
う
も
の

で
す
。

　

計
画
の
閲
覧
は
、

雲
仙
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
本
庁

政
策
企
画
課
内
）
と

各
総
合
支
所
で
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

女性も男性も、自分の意思で社会に参画し、男性・
女性の「らしさ」を認め合いながら、支え合い、
喜びも責任も分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指します。

WOMEN, 
or MEN ？

基本目標 重点目標男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
合
う
ま
ち
　

雲
仙
市

１ 男女がお互いに認め合い
　 尊重し合う社会づくり

２ 男女が仕事も家庭もともに
　 担う社会づくり

３ 男女が地域や社会に積極的に
　 参画する社会づくり

１男女共同参画への意識づくり

２男女共同参画の視点に立った
　 教育・学習の推進

３性の尊重と暴力の根絶

１家庭における男女共同参画の促進

２働く場における男女共同参画の促進

１社会における意思決定過程への
　 男女共同参画の促進

２地域社会への男女共同参画の促進

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.1 41.8 33.4 9.715.1 41.8 33.4 9.7

25.6 45.1 18.6 10.725.6 45.1 18.6 10.7

6.2 19.6 60.4 13.86.2 19.6 60.4 13.8

2.3 17.9 66.6 13.22.3 17.9 66.6 13.2

4.1 23.1 61.1 11.74.1 23.1 61.1 11.7

　よく知っている  　聞いたことがある  　知らない  　無回答

ア．男女共同参画社会

オ．雲仙市男女
　共同参画センター

エ．ポジティブ・アクション
　（積極的改善措置）

ウ．ジェンダー
　（社会的性別）

イ．男女雇用機会均等法
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雲仙市男女共同参画懇話会
委 員 募 集

　

4月1日
から

麻しん(はしか)・風しんの
予防接種が変わります

◆予防接種法が改正されます
　麻しん・風しんの予防接種は、これまでの第1期・
第2期の接種に加えて、平成20年から平成24年まで、
中学1年生に相当する年齢（第3期）と高校3年生に
相当する年齢（第4期）の人に新たに予防接種が追
加されます。

第１期　生後12カ月（1歳）〜 24カ月（2歳）未満
で1回

第２期　5歳以上7歳未満で小学校就学の1年前から
就学する前日まで（年長児になった4月1
日〜翌年3月31日までの間に1回）

第３期　中学1年生に相当する年齢の人
第４期　高校3年生に相当する年齢の人

接種場所　県内の医療機関（要予約）
接種費用　無料

※第2期〜第4期の対象者には、近日中に予診票な
どを送付します。

　麻しん（はしか）は感染力が強く、発生するとまん
延防止がとても困難で、現在でも年間約20人の子ども
たちがこの病気で亡くなっています。昨年は10代・20
代を中心に麻しんが流行し、その主な原因は、麻しん
の予防接種を受けていなかった人や、受けても十分な
免疫を保有していない人が就学などの集団生活の環境
下に一定程度いたためと判明しました。
　我が子の予防だけではなく、社会全体の感染症の予
防（まん延防止）のためにも、予防接種を受けましょう。

問　健康づくり課（☎38-3111）

　市では、男女が平等な立場のもと、家庭や職場、地
域社会においてそれぞれの個性や能力を十分に発揮す
ることができる男女共同参画社会の実現を目指し、「雲
仙市男女共同参画懇話会」を設置しています。男女共
同参画に関する市民各層の意見を聴くため、あらたな
委員を募集します。

募集人員　2人程度

応募資格　次の全てを満たす人
①市内に居住し、かつ住所を有している人
②本市の職員、市議会議員でない人
③平日の会議（年3回程度）に出席可能な人

任期　2年

懇話会の役割　年3回程度開催予定（主に平日の昼間）
の懇話会において、本市の男女共同参画社会の実現に
向けて協議し、意見を取りまとめて市長に提言する。

委員謝礼　1回（3時間程度）の出席につき
5,000円（別途、交通費支給）

応募方法　政策企画課・各総合支所に備え付けの「雲
仙市男女共同参画懇話会委員応募用紙」に必要事項を
記入のうえ、政策企画課または各総合支所へ持参して
いただくか、郵便またはファックス、電子メールにて
提出してください。なお、提出書類はお返しできませ
ん。（申込書は市のホームページからもダウンロード
できます）

応募締切　4月25日（金）　※当日消印有効

提出先
〒859-1107
雲仙市吾妻町牛口名714番地
雲仙市役所　政策企画課
ファックス：0957-38-3514
メールアドレス：kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

選考方法　提出いただいた書類により応募資格などに
ついて審査し、応募者多数の場合は、抽選により決定
します。選考結果については、後日応募者全員に連絡
します。

問　政策企画課（☎38-3111）
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児童手当制度のご案内 問　福祉事務所　福祉課児童家庭班
（☎36-2500） 　児童手当制度のご案内

児童手当制度を受けることができる人
　市内に住所を有し、小学校6年生までの児童を
養育している人（外国人登録者も含む）で、前年
の所得（1月から5月までの支給分については前々
年の所得）が一定額未満の人

請求の手続き
　児童手当の請求には、次の書類の提出が必要で
す。
・児童手当認定請求書

　出生や転入などで新たに児童手当を受給す
る場合に必要です。出生や転入してから15日
以内（15日目が休日の時は次の平日）に手続
きをしてください。請求が遅れると受給できな
い月が生じる場合があります。

・児童手当額改定請求書
　現在児童手当を受けている人で、出生などに
より支給の対象となる児童が増えた場合に必
要です。

・児童手当受給事由消滅届
　転出などにより、雲仙市における児童手当の
受給資格がなくなる場合に必要です。申請が遅
れると、手当を返還していただく場合がありま
すので、ご注意ください。

・各種変更届
　市内での住所、氏名などの変更がある場合に
は「住所、氏名変更届」、口座番号の変更があ
る場合には「口座番号変更届」が必要です。

手続きに必要なもの
・印鑑（認印で可）
・請求者の金融機関の通帳（郵便局は除く）
・健康保険証または年金手帳、年金加入証明書
・所得証明書（今年1月2日以降に雲仙市に転

入した場合）

※書類が不足している場合でも受付します。
　後日、不足書類を提出してください。

支給内容
・支給額
〈3歳未満の児童〉
 月額一律　10,000円

〈3歳以上小学6年生以下の児童〉
・第1子、第2子…月額　  5,000円
・第3子以降………月額　10,000円

・支給時期
2月、6月、10月の10日（支給日が土日・祝日
の場合、前日または前々日）
・支給開始時期
原則として請求書を提出した月の翌月から

所得制限限度額表

扶養親族
などの数

国民年金加入者
または年金未加入者

厚生年金または
共済年金加入の
サラリーマン

0人 460万円 532万円
1人 498万円 570万円
2人 536万円 608万円
3人 574万円 646万円
4人 612万円 684万円
5人 650万円 722万円

注1） 所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある人についての限度額は、
上記の額に当該老人控除対象配偶者または老
人扶養親族1人につき6万円を加算した額

注2） 扶養親族などの数が6人以上の場合の限度額
は、1人につき38万円（扶養親族などが老人
控除対象配偶者または老人扶養親族であると
きは44万円）を加算した額

提出先
福祉事務所福祉課　児童家庭班または各総合支
所窓口、本庁福祉課吾妻駐在

◎公務員の人は、勤務先での手続きとなりますので、
勤務先にお問い合わせください。独立行政法人に
勤務の人は、雲仙市での請求手続きとなります。

●広報うんぜん
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年金だよ
り 問　保険年金課　国保年金班

　　（☎38-3111）

今年度の保険料と前納のご案内

　今年度の国民年金保険料は、1カ月14,410円です。毎月
の保険料を納期限より1カ月早く、当月末に引き落とす口座
振替（早割）を利用すると、毎月50円お得です。また、4
月中に現金（納付書）で1年分を前納する場合は、毎月納付
に比べ、年間3,070円の割引があります。
　早割や前納を希望するかたは、社会保険事務所で手続き
をお願いします。

種　　別 金　　額 割引金額
1カ月

（納付書払い） 14,410円 −

1カ月
（口座振替　早割） 14,360円 50円／月

1年前納
（納付書払い） 169,850円 3,070円／年

問　諫早社会保険事務所　国民年金課（☎0957-25-1666）

保険料をクレジットカードでも納付できます

　今年3月分の保険料からクレジットカードでの納付が可能
になりました。納付できる保険料は、現年度の「定額保険料」
と「付加保険料込みの定額保険料」です。なお、保険料の
一部を免除されている場合は利用することができません。
　また、この納付には、毎月の保険料を当月末に支払う場
合の割引（早割）はありません。1年前納と半年前納の割引
額は、現金で納付する場合と同じです。いずれも支払回数
は1回のみで、保険料の分割払いなどはできません。
　クレジットカードでの納付を希望する人は、社会保険事
務所で手続きをお願いします。
問　諫早社会保険事務所　国民年金課（☎0957-25-1666）

旧姓履歴の申し出をお願いします

　5,000万件の未統合の年金記録のうち、結婚などにより
氏名を変更した人の記録が500万件を超えることが見込ま
れています。なかでも、平成8年12月以前に、旧姓で年金
制度に加入していた人は、以前の記録が統合されていない
ことがあります。
　これらの記録は、ご本人により記録を確認していただく
ことが大切です。皆さま本人から旧姓の申し出をいただく
ことにより、未統合の年金記録を基礎年金番号の記録に結
びつけることができます。皆さまのご協力をお願いします。
問　ねんきん特別専門ダイヤル（☎0570-058-555）
　　諫早社会保険事務所　国民年金課　（☎0957-25-1666）

ねんきん特別便に関する
出張相談所を開設します

　新たな年金記録が結びつく可能性のある皆
さんへ、年金加入歴や加入期間などをお知ら
せする「ねんきん特別便」を昨年12月から
送付しています。諫早社会保険事務所では、
その特別便に関して相談に応じる出張所を開
設します。ねんきん特別便以外の相談もでき
ますので、気軽にご相談ください。
　なお、相談には予約が必要です。4月10日
までに保険年金課または各総合支所窓口にて
予約してください。（電話予約も可）

日時　4月15日（火）　午前10時〜午後3時
　　　（正午から午後1時までは休憩）

相談に必要なもの　
・ねんきん特別便
・年金手帳
・年金証書（すでに年金を受給中の人のみ）
・印鑑
・委任状（代理の人のみ）
・運転免許証などの身分証明書（代理の人のみ）

会場　吾妻町ふるさと会館　2階　研修室3

今年度の開設日（予定）

日　　　程 場　　　所

H20　4月15日 吾 妻 町 ふ る さ と 会 館

6月17日 国見農村環境改善センター

8月18日 吾 妻 町 ふ る さ と 会 館

10月15日 小 浜 老 人 福 祉 セ ン タ ー

12月15日 吾 妻 町 ふ る さ と 会 館

H21　2月13日 吾 妻 町 ふ る さ と 会 館

�1 ●広報うんぜん
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健 康 が い ち ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

　母子健康手帳交付時にお渡しする「妊婦一般健康診査受診票」が変わります。
現在交付している分は、平成20年4月から使用できなくなります。
　新しい受診票を3月末に郵送していますので、差し替えをお願いします。
　なお、受診票を使用する健診は、1回の妊娠期を通じて5回以内となっています。
不明な点は、健康づくり課へお問い合わせください。

妊娠中のかたへ大切なお知らせ

　9カ月かけて作業を進めてきた健康づくり計画「健康
うんぜん21」が完成しました。まずは取り組めるところ
から、市民の皆さまや地域と連携しながら進めていきま
す。
　4月中に各家庭へダイジェスト版を配布する予定です。
ここからがスタート！ぜひご覧いただき、皆さまの健康
づくりなどに役立ててください。また、計画に関する意
見や感想を健康づくり課へお知らせください。

健康づくり計画策定作業部会

青年期の作業部会委員

食卓から健康を考える

に しる

うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「弐の汁」力 昔、法事のときに「弐（二）の膳」につけていた汁のため、こう呼ばれるよう
になりましたが、現在食べられているものは、汁気がほとんどありません。

材料（５人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部

大根……………………1/2本
にんじん………………小1本
ごぼう…………………1/3本
糸こんにゃく…………1/2袋
厚揚げ……………………1丁
切り昆布…………………4ｇ
干し椎茸…………………4枚
　戻し汁…… 1と1/2カップ
Ａ
　砂糖………………大さじ1
　うすくち醤油……大さじ4
　酒…………………大さじ2
削り節………………… 適 量
油……………………… 適 量

〈１人分の栄養価〉エネルギー：121kcal
　　　　　　　　　たんぱく質：5.5g
　　　　　　　　　塩　　　分：2.4g

ごぼうは、ささがきにして水につけておく。
干し椎茸と切り昆布は水で戻しておく。
大根、にんじん、厚揚げは短冊切りにする。
糸こんにゃくは下ゆでして、食べやすい長さ
に切りそろえる。
鍋で油を熱し、①～③の具材を炒める。
④に干し椎茸の戻し汁を加え、Ａで調味する。
最後に削り節を混ぜて完成。
※地区によって入れる具材が異なります

①
②
③

④
⑤
⑥

●広報うんぜん
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①
②
③

④
⑤
⑥

乳幼児予防接種

事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後3カ月〜6カ月未満
16日（水） 13：30〜13：50 国見農村環境改善センター

23日（水） 13：30〜13：50 千々石保健センター

ポリオ 生後3カ月〜90カ月未満

15日（火） 13：30〜13：50 瑞穂町公民館

18日（金） 13：30〜13：50 小浜老人福祉センター

24日（木） 13：30〜13：50 愛野保健福祉センター

母子保健事業

事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

瑞穂・吾妻
（午前）1歳未満（H19年4月〜11月生）

4日（金）
9：30〜10：30

吾妻保健センター
（午後）H19年12月生 13：30〜13：45

小浜・南串山
（午前）1歳未満（H19年4月〜11月生） 9日（水） 9：30〜10：30

小浜老人福祉センター
（午後）H19年12月生 13：30〜13：45

国見
（午前）1歳未満（H19年4月〜11月生）10日（木） 9：30〜10：30 国見農村環境改善

センター（午後）H19年12月生 13：30〜13：45

愛野・千々石
（午前）1歳未満（H19年4月〜11月生）11日（金） 9：30〜10：30

愛野保健福祉センター
（午後）H19年12月生 13：30〜13：45

1歳6カ月児
健康診査

愛野・千々石 H18年7月〜9月生 17日（木）13：00〜13：15 愛野保健福祉センター

国見 H18年7月〜8月生 18日（金）13：00〜13：15
国見農村環境改善
センター

瑞穂・吾妻 H18年7月〜8月生 22日（火）13：00〜13：15 吾妻保健センター

小浜・南串山 H18年7月〜9月生 25日（金）13：00〜13：15 小浜老人福祉センター

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6カ月児健康診査の対象者には健康づくり課から通知します。
☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
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登録統計調査員募集

情報統計課

　各種統計調査を行う統計調査員の登
録者（登録統計調査員）を募集します。
登録資格　次のすべてに該当する人
①雲仙市に在住する満20歳以上の人
②心身ともに健康な人
③統計調査票などの様式に記入する能

力があり、忠実かつ責任を持って調
査事務を遂行できる人

④警察または税務、選挙、調査対象に
直接関係ない人

⑤市内において、自家用車での移動手
段が確保でき、会議などに参加でき
る人

⑥その他、調査員として適格と認めら
れる人
登録期間　5年間
申込方法　情報統計課または各総合支
所窓口にある「登録統計調査員希望者
申込書」に必要事項を記入し、情報統
計課統計班へ直接持参して申し込みく
ださい。
※申込書は市ホームページからもダウ

ンロードできます。
◎調査従事意向確認…実際に調査に従
事する前に、調査に従事可能かどうか

（仕事の都合、病気やケガ、その他の
理由で従事することが困難でないか）、
市の担当者が確認を行います。
◎研修…県が実施する登録統計調査員
研修会（年に1回程度）に参加してい
ただきます。
問　情報統計課　統計班
　　（☎38-3111）

福祉事務所にAED設置

福祉課

　日本赤十
字社長崎県
支部雲仙市
地区が、長
崎県支部の
支援をいた
だき、AED

（自動体外式除細動器）を福祉事務所
に設置しました。各種イベントへの貸
し出しも行います。利用申し込みな
ど、詳しくはお問い合わせください。
問　福祉事務所　福祉課　市民福祉班

（☎36-2500）

今年度の市税納期のお知らせ

税務課

平成20年度　市税納期カレンダー
「あなたの納税で

あかるい　ゆたかな　街づくり」
納付月 税金の種類 納期限

4月 軽 自 動 車 税
H20
4月15日〜

4月30日

5月 固 定 資 産 税
（1期）

5月15日〜
6月2日

6月 市 県 民 税
（1期）

6月15日〜
6月30日

7月

固 定 資 産 税
（2期）

国民健康保険税
（1期）

7月15日〜
7月31日

8月

市 県 民 税
（2期）

国民健康保険税
（2期）

8月15日〜
9月1日

9月 国民健康保険税
（3期）

9月15日〜
9月30日

10月

市 県 民 税
（3期）

国民健康保険税
（4期）

10月15日〜
10月31日

11月 国民健康保険税
（5期）

11月15日〜
12月1日

12月

固 定 資 産 税
（3期）

国民健康保険税
（6期）

12月15日〜
12月25日

1月

市 県 民 税
（4期）

国民健康保険税
（7期）

H21
1月15日〜

2月2日

2月

固 定 資 産 税
（4期）

国民健康保険税
（8期）

2月15日〜
3月2日

3月

◎納期限は各月の末日（表内太字）で
す。ただし、12月は25日です。

◎納期限が土・日・祝日のときは、そ
の次の平日になります。口座振替利
用者の口座引き落としも同じです。

問　税務課（☎38-3111）

合併処理浄化槽の設置補助金額

下水道課

　4月1日から一部の区域を除いて、
合併処理浄化槽（通常型）の補助金額
が次のように変わります。

新しい補助金額
5人槽 33万2,000円

6 〜 7人槽 41万4,000円
8 〜 10人槽 54万8,000円

11 〜 20人槽 93万9,000円
21 〜 30人槽 147万2,000円
31 〜 50人槽 203万7,000円

詳しくは、お問い合わせください。
問　下水道課　工務班（☎38-3111）

土地・家屋縦覧帳簿を縦覧できます

税務課

　固定資産税の納税者は、次の期間に
自己が所有する土地・家屋の評価額が
適正かどうか判断するために、隣接す
る土地・家屋の評価額が記載された縦
覧帳簿を縦覧することができます。
縦覧期間　4月1日（火）〜6月2日（月）

（土・日・祝日を除く）
縦覧時間　午前8時30分〜午後5時
場所　本庁税務課または各総合支所窓
　　　口
※各総合支所では、支所管理地域分の

みの縦覧となります。
縦覧できる人　固定資産税の納税者

（固定資産税が課税されていない人は
縦覧できません）
※建物を取り壊した場合は、お知らせ

ください。
問　税務課　固定資産税班

（☎38-3111）

原油高騰対策事業

商工労政課

　原油高騰の影響を受け、長崎県地域
産業対策資金（原油高騰対策）を利用
する市内の中小企業を支援するため、
支払われた利子に対する助成制度を創
設しました。
詳しくは、お問い合わせください。
問　商工労政課　商工振興班

（☎38-3111）

●広報うんぜん
平成20年4月��



市からのお知らせINFORMATION
母子家庭に関する制度の改正

福祉課

◎自立支援教育訓練給付金が変わりま
した。　　　（平成19年10月1日改正）
対象講座
・雇用保険制度の教育訓練給付の指定

教育訓練講座　
・就業に結びつく可能性の高い講座で

国が定めるもの
・前2項目に掲げるものに準じ市長が

県に協議して指定する講座

改正内容
項目（改正前） 改正後
給付金支給額

（対象講座受講
経費の40％）

対象講座受講
経費の20％

支給限度額
（20万円） 10万円

最低金額
（8,000円） 4,000円

◎高等技能訓練促進費が変わります。
（平成20年4月1日改正）

対象資格　看護師、介護福祉士、保育
士、理学療法士、作業療法士、その他
知事が地域の実情に応じて定める資格

改正・創設内容
項目（改正前） 改正後

支給金額
（一律10万3,000円）

市民税非課税世帯
…10万3,000円
市民税課税世帯
…5万1,500円

入学支援
修了一時金
（創設）

市民税非課税世帯
…5万円

市民税課税世帯
…2万5,000円

※すべて平成20年度入学者から適用

◎中小企業雇用安定化奨励金が創設さ
れます。　　（平成20年4月1日改正）

　「常用雇用転換奨励金」が廃止され、
平成20年度から「中小企業雇用安定
化奨励金」が創設されます。支給窓口
はハローワークです。詳しくは最寄り
のハローワークにお問い合わせくださ
い。

問　福祉事務所　福祉課　児童家庭班
（☎36-2500）

雲仙夢トライアル事業

商工労政課

雲仙夢トライアル事業とは
市内において、高い技術と優れた事業
計画をもとに、新製品や新サービスの
研究開発・事業化を行う個人・中小企
業者に対し、補助金の交付を行う事業
です。
対象者　平成20年度において起業（創
業）する事業者および経営改革のため
に対象課題に取り組む事業者
補助内容　創業や対象課題に取り組む
ために必要な経費
※経費の2分の1以内、上限500万
円
詳しくは、お問い合わせください。
問　商工労政課　企業誘致班

（☎38-3111）

生活機能評価（65歳以上）のご案内

福祉課

生活機能評価とは
　65歳以上の対象者に対し、いくつ
かの項目によって生活機能の低下がな
いかをチェックするものです。受診の
結果、生活機能の低下がみられる人は、
介護予防事業に参加できます。
　生活機能とは、人が生きていくため
の機能全体のことで、体や精神の動き
だけでなく、日常生活動作や家事、職
業能力など家庭や社会での役割も含み
ます。
　65歳以上の人の健康づくりでは、
今ある心身の機能をできるだけ保つこ
とが大切です。いつまでも「いきいき・
元気」でいるために、生活機能評価を
受けましょう。
対象者　介護保険第1号被保険者（65
歳以上）で、要支援・要介護認定非該
当の人（65歳誕生日以降から対象）
※対象者には、特定健診・後期高齢者
健康診査などの案内と一緒に個別に通
知します。
生活機能チェックの内容
問診、基本チェックリストの記入、身
体計測、診察、血圧測定、医師の判定
問・島原地域広域市町村圏組合
　　介護保険課　（☎0957-61-9101）
　・福祉事務所　福祉課
　　高齢者福祉班（☎36-2500）

臨時職員（登録者）募集

福祉課

　65歳以上の高齢者を対象とした地
域支援事業（介護予防事業）に従事す
る臨時職員の登録者を募集します。
応募資格　栄養士、保健師、看護師のい
ずれかの資格を有する65歳未満の人
登録期間　
平成20年4月1日〜平成21年3月31日
勤務時間　1日4〜8時間程度（不定期）
業務内容　介護予防教室時の栄養指導
や保健指導、健康チェック、特定高齢
者の介護予防支援プランによる訪問指
導など
勤務場所　福祉事務所、市内の保健セ
ンターや地区公民館など
賃金　栄養士（時給950円）、保健師

（時給1,000円）、看護師（時給900円）
※交通費の支給はありません
社会保険等　なし
採用方法　登録後、年間スケジュール
に応じて採用。仕事量によっては採用
がない場合もあります。
申込期間　4月1日（火）〜5月30日（金）
申込方法　福祉事務所福祉課、人事課
または各総合支所窓口に備え付けの

「臨時職員申込書」に必要事項を記入
し、写真貼付の上、取得している免許
証の写しを添えて、福祉課、人事課ま
たは各総合支所窓口に提出してくださ
い。（郵送可）
問　福祉事務所福祉課　高齢者福祉班

（☎36-2500）

消費生活の出前講座を行います

市民課

　悪徳商法などの被害を未然に防ぐた
め、市の職員が出向いて消費生活講座
を行います。自治会や老人会、婦人会
など各種団体の会合時にご利用くださ
い。
内容
・市内で発生している悪徳商法の紹介
・被害にあったときの対処方法
・啓発ビデオの上映　など
所要時間　60分〜 90分
申込方法　開催予定日の2週間前まで
に市民課市民生活班にお申し込みくだ
さい。
問　市民課　市民生活班（☎38-3111）
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4
月
6
日
〜
15
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
4
月
6

日
（
日
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
の
10

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
重
点
項
目
に
特

に
気
を
つ
け
、
交
通
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
運
動
期
間
中
は
、
市
内
各
所

で
広
報
啓
発
活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

重
点
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
夕
暮
れ
・
夜
間
の
歩
行
者
と
自
転
車

の
交
通
事
故
防
止

問　

市
民
課　

市
民
安
全
班

☎
（
38
）
3
1
1
1

4
月
10
日

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

2
月
20
日
と
4
月
10
日
は
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
す
で

に
終
了
し
た
平
成
20
年
2
月
20
日
に
は
、

県
内
で
は
死
亡
事
故
は
起
き
て
い
な
い

も
の
の
、
全
国
で
10
人
の
尊
い
命
が
交

通
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
雲

仙
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問　

市
民
課　
　

市
民
安
全
班

　
　

☎
（
38
）
3
1
1
1

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

日
常
生
活
支
援
を
行
い
ま
す

　

4
月
か
ら
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常

生
活
支
援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
雲
仙
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

が
県
の
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の
で
、

市
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
（
母

子
や
寡
婦
、
父
子
家
庭
）
で
、
一
時
的

な
生
活
援
助
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

必
要
な
世
帯
に
対
し
て
、
家
庭
生
活
支

援
員
を
派
遣
す
る
援
助
活
動
で
す
。

支
援
の
種
類

・
子
育
て
支
援

（
乳
幼
児
の
保
育
、
児
童
の
世
話
な

ど
）

・
生
活
援
助

（
食
事
の
世
話
、
住
居
の
掃
除
な
ど
）

利
用
限
度
期
間

1
世
帯
あ
た
り
年
間
10
日
間

利
用
料
金

問　

雲
仙
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活

支
援
事
業　

事
務
局
（
山
下
）

　

☎
0
9
5
7
（
77
）
2
4
4
1

※
事
務
局
が
不
在
の
場
合
は
、
各
支
部

長
宅
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

・
国
見
支
部
（
岩
本
）

　

☎
0
9
5
7
（
78
）
1
3
9
3

・
瑞
穂
支
部　

事
務
局
と
同
じ

・
吾
妻
支
部
（
ト
部
）

　

☎
0
9
5
7
（
38
）
2
4
4
3

・
愛
野
支
部
（
小
無
田
）

　

☎
0
9
5
7
（
36
）
0
6
2
2

・
千
々
石
支
部
（
荒
木
）

　

☎
0
9
5
7
（
37
）
2
1
0
9

・
小
浜
支
部
（
伊
藤
）

　

☎
0
9
5
7
（
73
）
3
3
2
5

・
南
串
山
支
部
（
佐
藤
）

　

☎
0
9
5
7
（
88
）
3
0
5
6

国見高校生徒会に県警から感謝状

　文部科学省の交通
安全教育実践地域事
業の指定校として、
平 成 18 年 度 か ら、
路側帯からはみ出さ
ない運動などユニー
クな発想で交通安全
の啓発活動に取り組
んできた国見高校に

感謝状が贈られました。
　2月27日に雲仙署で行われた表彰式には、生徒会長
の馬場健さんと生徒会役員の黒田将さん、担当の今村
正美教諭が出席。柳川署長が感謝状と盾を手渡しまし
た。馬場さんは、「活動を続けてきて良かった。今後も
活動を継続してきます」と笑顔で話しました。

防犯活動者に雲仙署から感謝状

　市内で防犯や交通
安全活動など警察業
務 に 協 力 し た 4 団
体、5人に柳川署長
から感謝状が贈られ
ました。感謝状を受
けたかたは次のとお
りです。（敬称略）
団体／【検視業務】愛野記念病院（貝田繁雄理事長）、
公立新小浜病院（松永圭一郎院長）【地域防犯】雲仙市
パトロール隊（阿比留由美隊長）、小浜北部地区安全パ
トロール隊（馬場康行隊長）
個人／【警察業務協力】草野信男（小浜町）

【交番・駐在所協力】中山英俊（瑞穂町）、加藤忠清（小
浜町）【交通安全】門弘仁（瑞穂町）、冨永要（千々石町）

情　報
Information

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500

利用世帯の
区　分

利用者負担額（1時間あたり）

子育て支援 生活援助

生活保護世帯または
市民税非課税世帯 0円 0円

児童扶養手当支給
水準の世帯 70円 150円

上記以外の世帯 150円 300円

※子育て支援は2時間以上からの利用となります。

●広報うんぜん
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子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

　

昨
年
9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
保

育
園
や
学
校
な
ど
へ
の
送
迎
や
、
子
ど

も
の
一
時
預
か
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
急
な
用
事
や
残
業
な
ど
で
育
児
が

で
き
な
い
と
き
、
保
護
者
に
変
わ
っ
て

預
か
り
ま
す
。

　

会
員
に
は
、

子
育
て
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し

い
依
頼
会
員
と

子
育
て
の
手
伝

い
を
し
て
く
だ

さ
る
協
力
会
員

が
あ
り
、
2
月

末
現
在
で
、
依

頼
会
員
41
人
、

協
力
会
員
39
人

の
登
録
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
会
員
も
随
時
募
集
中
で
す
。

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

依
頼
会
員　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
人
で
、
生
後
6
カ
月
〜
小
学

生
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人

協
力
会
員　

市
内
に
在
住
す
る
人
で
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
宅
で
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

問　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

事
務
局

　
　
（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
0
9
5
7
（
36
）
3
3
0
6

　
　

※
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

労
働
契
約
法
施
行

　

就
業
形
態
が
多
様
化
し
、
労
働
者
の

労
働
条
件
が
個
別
に
決
定
・
変
更
さ
れ
、

増
加
す
る
個
別
労
働
紛
争
。
そ
の
解
決

の
手
段
と
し
て
、
労
働
契
約
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
「
労
働
契
約

法
」
が
平
成
20
年
3
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
趣
旨
や
内

容
を
踏
ま
え
、
使
用
者
と
労
働
者
が
互

い
に
協
力
し
、
安
心
・
納
得
し
て
働
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
長
崎
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nagasaki.
plb.go.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

長
崎
労
働
局

・
監
督
課
（
法
施
行
に
つ
い
て
）

　

☎
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
3
0

・
企
画
室
（
個
別
事
案
の
相
談
）

　

☎
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
2
3

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

最
新
の
看
護
に
つ
い
て
の
知
識
・
技

術
を
修
得
し
、
再
就
職
と
就
業
継
続
を

促
す
「
看
護
力
再
開
発
講
習
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

募
集
人
数　

50
人

対
象
者

・
未
就
業
の
人
で
、
講
義
・
実
習
の
全

日
程
参
加
で
き
る
人

・
就
業
中
の
人
で
講
義
（
2
日
間
）
を

受
け
た
い
人

講
義
・
演
習
日
時

6
月
19
日
（
木
）
〜
20
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　

な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

（
諫
早
市
）

病
院
実
習
日
時
（
各
地
区
実
習
病
院
）

6
月
23
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

募
集
締
切　

6
月
2
日
（
月
）

問　

長
崎
県
看
護
協
会

　
　

☎
0
9
5
7
（
49
）
8
0
6
0

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
（
第
1
類

〜
第
6
類
）、
丙
種

対
象
者　

一
般
・
高
校
生

試
験
日
時　

6
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時

試
験
場
所　

長
崎
大
学
、
島
原
工
業
高

校
、
諫
早
農
業
高
校　

ほ
か

受
付
期
間　

4
月
14
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

問　
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

長
崎
支
部

　
　

☎
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

日ごろの感謝を込めて車いす・すずらん寄贈

　「地域の皆さまへの感謝活動」の一環として、九州電
力株式会社島原営業所から「車いす1台」と「すずら
ん5鉢」が市へ寄贈されました。2月15日に、針尾　
忠男所長が「市民の皆さんのために役立ててください」
と副市長へ手渡しました。
　寄贈された車いすは、福祉事務所に備え、歩行が困
難な人のために役立てられています。すずらんは、市

役所の窓口などに
飾られ、可憐な白い
花と甘い香りをほ
のかに漂わせ、来庁
した皆さんを楽し
ませていました。

電話お願い手帳・ふれあい速達便　寄贈

　耳や言葉が不自由な人に役立ててもらおうと、NTT
西日本九州島原営業所から「電話お願い手帳」と「ふ
れあい速達便」各80冊が市へ寄贈されました。2月26
日に菅　長生所長から市長に手渡され、ほかにも庁舎
に設置するリーフレットや収納ボックスも贈呈されま
した。
　「電話お願い手帳」とは、用件や連絡先を記入し代理
で電話をかけてもら
うもの、「ふれあい
速達便」とは、ファッ
クスの送信用の用紙
として利用されるも
ので、この贈呈は今
年で26年目となり
ます。

ご寄付のお礼
千葉県浦安市　遠藤　厚子　様
30年ほど前、雲仙を旅行中、故障した車を修理
してもらったお礼として
山口県山口市　神武　政枝　様
昭和34 〜 63年、小浜町在住中にお世話になっ
たお礼として

上記のかたから寄付をいただきました。
ありがとうございました。

�� ●広報うんぜん
平成20年4月



▌広告掲載事業の紹介
市では、新たな財源確保と事業者の皆様に広告の機会を提供することで地域経済の活性化を図ることを目的とし
て、広告事業を始めます。現在、広告が掲載できるものは、
　　　　・雲仙市ホームページ　・雲仙市公用封筒　・広報うんぜん です。

広告内容については、実施要綱などに沿って、審査を行いますので、掲載できないものもあります。
詳しくは、市役所又はホームページでご確認ください。

▌雲仙市ホームページ
掲載位置 トップページ右側（右側が広告掲載位置です）
広告効果 閲覧件数／月　トップページ約30,000件

広告期間 月の初日から末日までの1カ月単位
1回の申込で最長12カ月間

掲載料（1枠） 10,500円／月額

規格
縦60ピクセル×横160ピクセル、データ容量
100KB以下、データ形式GIF（アニメーション可）・
JPEG、のバナー広告

募集枠数 6枠
申込方法 申込書にバナー広告（案）を添付してください。

募集受付期間 随時。広告掲載希望月の前月の初日を基準日と
して締め切ります。

閲覧件数は、今までの参考値であり、毎月の閲覧件数を保証するものではありません。

▌公用封筒
封筒種類 税務封筒（茶色） 長形3号（水色） 角形2号（水色） 角形1号（水色）
掲載位置 封筒裏側
広告効果

（印刷枚数／年） 約90,000枚 約40,000枚 約80,000枚 約10,000枚

広告期間 広告掲載封筒の在庫がなくなるまで
掲載料（1枠） 1円×印刷枚数 2円×印刷枚数
規格（㎜） 縦80×横75 縦60×横100 縦120×横100 縦100×横120
印刷色数 封筒印刷色と同色
募集枠数／枚 2枠 3枠 4枠 6枠
申込方法 申込書に広告（案）を添付してください。
募集受付期間 市役所・福祉・教育・税務などの仕様により、印刷発注の前に公募します。

広告掲載イメージ

■募集します！　6月に、福祉事務所用（角2・10,000枚、長3・16,000枚）教育委員会用（長3・14,000枚）
を印刷予定ですので、希望される事業者様は、4月25日（金）までに、申込書と広告案を政策企画課広報班まで
提出してください。（5月下旬にも、長3・約40,000枚印刷しますが、期日の関係で別途お問い合わせください。）

▌広報うんぜん

掲載位置 情報インフォメーション最下段
（右側のイメージ図のとおり） 規格 縦40㎜×横178㎜

平成20年度はフルカラー
広告効果 配布部数／月　約17,000部 募集枠数 4枠／月

広告期間 毎月発刊号単位 申込方法 申込書に広告（案）を添付して
ください。

掲載料
（1枠） 15,000円／月額 募集受付

期間
随時。広告掲載希望月の前月の初
日を基準日として締め切ります。

※掲載料はすべて税込みです

広告を掲載してみませんか。

広告主
募集中！広告主
募集中！

ココです
広告掲載位置

※赤枠が広告掲載位置です

●広報うんぜん
平成20年4月��



■人　口：50,223人（前月比－37人）
　　男性：23,864人／女性：26,359人
■世帯数：16,403世帯（前月比－14世帯）
　※平成20年２月末現在（住民基本台帳）

　このコーナーは、皆さんから頂いた市内の風景などの
写真を掲載していきます。

　まだまだ、たくさん魅力
ある「雲仙」です。
　皆さんの意外・案外・想
定外などのスナップショッ
トをお待ちしています。

　写真は、「小浜町富津弁天公園からの夕日」です。市
内北部に住む人には、なかなか見られない夕日だと思い
ます。

選考はさせていただきますが、こんな感じで、気軽にお
送りください。郵送でもEメールでも結構です。
【送付先・問い合わせ】政策企画課広報班まで
雲仙市吾妻町牛口名714番地　☎38-3111
Eメール　koho@city.unzen.nagasaki.jp

ひとのうごき（雲仙市の人口）

まちなみ 雲仙

■月：命にかかわる重症のアレルギー
　　　アナフィラキシー・ショック
■火：ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
■水：子どもの食物アレルギー
■木：くり返すヘルペス
■金：顎関節症
■土・日：出産後の性生活

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話０９５（８２６）５５１１

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

■軽自動車税：４月30日（水）が納期限です
　あなたの納税で あかるい ゆたかな 街づくり

今月の税 休日在宅当番医

■稲本相談委員（国見町）国見総合福祉センター
　４月７日（月）、５月７日（水） 9:00～12:00
■城相談委員（瑞穂町）雲仙社協瑞穂事務所
　４月７日（月）、５月７日（水） 9:00～12:00
■荒木相談委員（吾妻町）吾妻老人憩の家
　４月２日（水）、５月７日（水）13:30～16:00
■田尻相談委員（愛野町）愛野保健福祉センター
　４月18日（金）、５月16日（金）13:30～16:00
■町田相談委員（千々石町）千々石総合支所相談室
　４月８日（火）、５月13日（火）13:00～16:00
■中村相談委員（小浜町）小浜総合支所2階会議室
　４月１日（火）、５月13日（火）13:00～16:00
■茂相談委員（南串山町）南串山総合支所　別館第一会議室
　４月８日（火）、５月13日（火）13:00～15:00

行政相談

日 医　療　機　関 電話番号 町名

４月６日

　　13日

　　20日

　　27日

　　29日

５月３日

　　４日

　　５日

　　６日

愛野診療所
天野医院
中村眼科医院
公立新小浜病院
松尾胃腸科外科医院
泌尿器科・皮ふ科　菅医院
梅津医院
菅医院
本田医院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院

36-0009
37-2015
36-1060
74-2211
78-1000
88-3151
78-5156
74-2457
78-2768
74-2211
36-0015
74-2211
36-0015
74-2211
36-0015
74-2211
36-0015
74-2211

愛野町
千々石町
愛野町
小浜町
国見町
南串山町
国見町
小浜町
国見町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
く ろ う な く し な な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

�� ●広報うんぜん
平成20年4月
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石井流津軽三味線

写真上から、
・マルメロ（オカリナ演奏）
・国見中吹奏楽部
・YunYunバンド
・瑞宝太鼓
・ライトアップされたまちなみ

　雲仙市神代小路伝統的建造物群保
存地区において2月17日に、「緋寒
桜の郷まつり」が開かれました。
　鍋島邸の緋寒桜の開花シーズンに、
神代小路の魅力をより多くの人に体
験してもらおうと、神代小路まちな
み保存会・神代小路自治会・神代鍋
島塾が主催。
　保存地区内の会場に設置された舞
台では、オカリナ演奏や吹奏楽、バ
ンド演奏、瑞宝太鼓による迫力ある
演奏が行われ、観客を魅了しました。
また、地元食材で作った鍋島汁など
が振る舞われ、訪れた人たちにも大
人気でした。
　日暮れとともに、ライトアップさ
れたまちなみは幻想的な雰囲気とな
り、同じくライトアップされた鍋島
邸の前では、胡弓や尺八、三味線に
よるコンサートが開かれ、宵闇の調
べを楽しみました。

▼
お
気
づ
き
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
か
ら
表
紙
や
一
部
の
コ
ー
ナ

ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
▼
ま
た
、

巻
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
4
月
か
ら
市

役
所
の
窓
口
体
制
も
変
わ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
分
か

り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
行
政
を

目
指
す
施
策
で
す
▼
さ
ら
に
、
一
番

身
近
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
行

政
無
線
に
よ
る
時
報
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

市
内
の
す
べ
て
の
地
区
で
、
同
じ
時
間
に
同
じ
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼
年
度
の
始

ま
り
と
な
る
4
月
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
表
紙
に
あ
る
鍋
島

邸
の
緋
寒
桜
の
よ
う
に
、
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
▼
変
わ
る
こ
と

も
勇
気
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
勇
気
。
時
代
の
流

れ
が
速
く
な
る
中
で
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
自
分
の
中
に
変
わ
ら
な
い
も
の

を
持
ち
続
け
る
。
そ
ん
な
人
間
に
変
わ

り
た
い
と
思
う
4
月
で
す
…
。

▼
春
。
今
年
も
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
ス
キ
ッ

プ
す
る
小
学
1
年
生
や
、
入
学
・
就
職
で
ふ
る
さ

と
を
離
れ
る
人
。
み
ん
な
大
き
な
希
望
を
持
ち
、

今
ま
で
の
生
活
か
ら
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
▼
一
抹
の

不
安
を
胸
に
| 

と
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い

た
こ
ろ
、
人
事
異
動
の
内
示
発
表
…
そ
こ
に
は
私

の
名
前
が
！
こ
の
号
を
最
後
に
編
集
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
旧
町
時
代
を
含
め
る
と
丸

6
年
。
新
規
採
用
時
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
「
広
報

担
当
」。
市
民
の
皆
さ
ま
に
声
を
か
け
て
も
ら
う

事
も
多
く
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
事
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
▼
毎
月
締
切
前
に
な
る
と
、
た
め
息

の
連
続
だ
っ
た
く
せ
に
、
異
動
と
な
る
と
何
だ
か

寂
し
く
て
…
。
今
ま
で
甘
や
か
し
て
く
れ
た
上
司

と
の
別
れ
も
、
新
た
な
仕
事
も
、
一
抹
ど
こ
ろ
か
、

た
っ
ぷ
り
の
不
安
▼
ダ
イ
エ
ー
創
業
者
、
中
内
功
氏

は
言
っ
て
い
ま
す「
変
化
こ
そ
機
会
の
母
で
あ
る
」と
。

新
た
な
出
会
い
を
、
環
境
を
、
自
分
を
成
長
さ
せ

る
「
最
高
の
機
会
」
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、

ま
っ
さ
ら
な
気
持
ち
で
頑
張
ろ
う
。


